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と
印
刷
さ
れ
、
と
き
に
「
大
日
本
外
国
事
務
奉
行
兼
理
事
官
柴
田
日
向
守
」
と
自
署
し
た
。
柴田一行の特徴は、外交使節というより、むしろ〃産業使節〃の色彩が波厚であり、従来の巡外使節のように大所
帯でゾロゾロ出かけて行ったわけではない。
に
け
ば
か
慶
応
元
年
閏
五
円
刎
五
日
（
一
八
六
五
・
六
・
二
七
）
、
外
国
奉
行
柴
田
日
向
守
（
剛
中
）
は
、
樅
須
賀
製
鉄
（
造
船
）
所
建
設
の
川
務
をおびて屈恢とともに、横浜よりイギリスの郵船「一一ポール」号にのり、フランスにむかった。
柴
田
が
フ
ラ
ン
ス
に
お
も
む
く
と
き
に
川
い
た
名
刺
に
は
、
の○四田尹司シ頭ＳｑＱシヱ○尿鈩三房。
○。■くの曰のこ『口匡〆口〔毎）【のいの一『ロゴ、の「の、》○○ョ】日一ｍ⑫巴『⑦９口的。Ｅくの『ロのョの。（］四勺。。“】の．
夕
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
柴
田
日
向
守
宮
永
孝
1３
こ
の
う
ち
こ
れ
ま
で
に
海
外
波
航
の
経
験
が
あ
っ
た
の
は
、
柴
田
・
水
品
・
塩
田
・
福
地
ら
四
名
で
あ
り
、
か
れ
ら
は
辿
外
使
節
団
（文久、横浜鎖港使節）のもと随員であった。
正
使
の
柴
川
剛
巾
（
一
八
二
三
～
七
七
）
は
、
通
称
貞
太
郎
と
い
い
、
文
政
六
年
一
月
十
七
日
江
戸
小
石
川
に
生
ま
れ
、
の
ち
昌
平
盤
に
ま
な
ん
だ
。
天
保
十
三
年
（
’
八
四
二
）
父
・
良
迦
の
あ
と
を
襲
っ
て
徒
目
付
と
な
り
、
評
定
所
翻
役
助
、
同
留
役
な
ど
を
経
て
、
安
政五年八月外国奉行支配組頭となった。
当時、大勢で海外に出かけるとなると莫大な費用がかかったし、経費節約とスピィーディな事務処理を目ざすあま
り、一行はごく少数の実務型の随員をもって柵成された。
外
国
奉
行
鞭
理
事
官
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…
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柴
Ⅲ
日
向
守
剛
中
み
ず
し
ば
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〃
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〃
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計
十
名
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びとは帰
た、人国
び來坂後
、
文
久
三
年
九
月
、
江
戸
に
も
ど
る
と
通
弁
御
川
と
な
り
、
同
年
十
二
月
愉
浜
餓
港
使
節
・
池
川
長
発
一
行
に
通
弁
御
川
出
役
と
し
て
随
行した。ついで慶応元年側近Ⅱ、柴川日向守の随員として渡欧。
腿
応
三
年
二
Ⅱ
、
外
国
奉
行
支
配
組
頭
に
進
ん
だ
。
幕
府
崩
壊
後
、
新
政
府
に
仕
え
、
民
部
省
に
入
っ
た
の
ち
外
務
宵
に
移
り
、
明
胎
三
年
外
務
権
大
記
と
し
て
特
命
全
椛
公
使
・
鮫
島
尚
信
に
随
行
し
て
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
プ
ロ
シ
ア
に
お
も
む
き
、
同
四
年
特
例
弁
務
便
と
し
て
イ
タ
リ
ア
の
万
国
通
信
会
議
に
出
席
し
た
。
ま
た
同
四
年
、
岩
倉
使
節
団
に
外
務
大
記
と
し
て
随
行
し
、
欧
米
十
二
ヵ
国
を
ま
わ
っ
た
。
六
年
に
帰
国
し
、
外
務
人
丞
と
な
り
、
八
年
ペ
テ
ル
ス
プ
ル
ク
の
国
際
電
信
会
議
に
出
席
し
た
。
そ
の
後
、
外
務
人
書
記
官
・
外
務
少
鮒
な
ど
を
経
て
、
特
命
全
椛
公
使
（
川
沿
旧
）
と
し
て
精
図
に
駐
在
し
た
が
、
明
治
二
十
二
年
（一八八九）八月十二日、伍地の北京において病死。享年四十七歳。
通
弁
福
地
源
一
郎
（
’
八
四
一
～
一
九
○
六
）
は
、
天
保
十
二
年
三
月
十
三
日
長
崎
の
儒
医
・
禰
地
苅
庵
の
子
と
し
て
う
ま
れ
、
安
政
二
年
よ
り
大
通
詞
名
村
八
石
衛
門
に
つ
い
て
オ
ラ
ン
ダ
語
を
ま
な
び
、
翌
年
稽
古
通
詞
と
な
る
。
同
四
年
江
戸
に
出
て
か
ら
は
、
森
山
多
吉
郎
に
つ
い
て
英
語
を
ま
な
び
、
六
年
通
弁
御
用
と
し
て
幕
府
に
出
仕
し
、
翻
訳
に
し
た
が
っ
た。刀延元年、御家人となり、文久元年十二月、遣欧使節・竹内下野守一行に定役並迦詞として随行した。
慶応元年閥五月、柴川日向守の随員としてふたたび渡欧し、パリにおいて万国公法（国際法）をまなぶつもりであっ
後半生は小笠原の開拓事業につくし、明治三十四年（一九○一）一月十七日死去。享年七十三歳。
通
弁
塩
川
三
郎
（
一
八
四
三
～
八
九
）
は
、
天
保
十
四
年
十
一
月
六
日
奥
医
師
端
川
順
庵
の
子
と
し
て
江
戸
に
う
ま
れ
、
安
政
六
年
父
に
し
た
が
い
箱
館
に
移
住
し
、
漢
学
を
栗
本
勤
雲
か
ら
、
英
語
を
通
詞
の
名
村
五
八
郎
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
宣
教
師
メ
ル
メ
・
カ
シ
ョ
ンから学んだ。
1６
イギリスにおける柴lllllliil守
洪脈の適塾に入門している。
適塾の「姓名録」（入門帳、
た
が
、
お
も
う
ま
ｈ
に
な
ら
ず
、
日
本
研
究
家
の
レ
オ
ン
・
ド
・
ロ
ー
ー
ー
に
フ
ラ
ン
ス
語
の
手
ほ
ど
き
を
う
け
た
。
幕
府
崩
壊
後
、
明
治
元
年
「
江
湖
新
聞
』
を
発
刊
、
同
三
年
大
蔵
省
御
川
掛
と
な
り
、
伊
藤
博
文
に
随
行
し
て
渡
米
。
四
年
岩
倉
使
節
団
に
一
等
書
記
官
と
し
て
随
行
。
七
年
宮
を
辞
し
、
「
東
京
Ｈ
々
新
聞
」
に
人
社
、
の
ち
主
筆
・
社
主
と
な
り
、
つ
ね
に
政
府
支
持
の
立
場で目Ⅲ民権派批判の筆をとった。
の
ち
来
京
商
法
会
議
所
・
副
会
長
（
明
治
Ⅱ
）
、
東
京
株
式
取
引
所
・
理
事
長
（
明
治
⑫
）
な
ど
を
歴
任
し
、
明
治
二
十
一
年
に
「
来
京
日
々
新
聞
」
を
去
っ
て
か
ら
は
劇
作
家
と
し
て
余
生
を
お
く
り
、
明
治
三
十
七
年
衆
議
員
と
な
り
、
恵
政
本
党
に
入
党
す
る
が
、
活
雌
の
機
会
を
え
ぬ
ま
ま
、
川
胎
三
十
九
年
（
一
九
○
六
）
一
月
四
冊
死
去
。
享
年
六
十
六
歳
。
柴
川
の
従
打
・
久
左
術
門
、
小
使
平
七
に
つ
い
て
は
、
生
没
年
お
よ
び
経
歴
に
つ
い
て
あ
き
ら
か
で
な
い
。
従
者
藤
井
刀
蔵
に
つ
い
て
は
、
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
伊
勢
で
生
ま
れ
、
慶
応
元
年
八
月
二
十
四
Ⅱ
（
一
八
六
五
・
一
○
・
一
一
一
一
）
パ
リ
の
客
舎
（
ジ
ャ
ン
・
グ
ー
ジ
ョ
ン
街
五
十
一
番
地
）
で
病
死
し
た
以
外
に
、
く
わ
し
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
享
年
三
十
三
歳
であった。
従
打
岡
川
摂
蔵
の
綿
雌
お
よ
び
生
没
年
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
肥
後
滞
士
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
安
政
六
年
二
Ⅱ
大
坂
の
緒
刀
安
政
大
稔
如
)’
十
七
日
岡肥
Ｈ１川
摂熊
蔵府
緒
方
篇
雄
著
『
緒
方
供
応
伝
」
所
収
）
に
、
１７
柴
Ⅲ
一
行
は
、
慶
応
元
年
七
月
六
日
（
一
八
六
Ⅱ
。
八
・
二
六
）
マ
ル
セ
ー
ユ
に
着
く
と
、
ツ
ー
ロ
ン
視
察
に
お
も
む
き
、
ふ
た
た
び
マ
ル
セ
ー
ユ
に
も
ど
り
、
同
地
よ
り
リ
ヨ
ン
を
経
て
パ
リ
に
む
か
っ
た
。
七
月
三
十
日
（
九
・
一
九
）
柴
川
は
、
外
側
ド
ル
ー
ァ
ン
・
ド
・
リ
ュ
イ
ス
と
会
い
、
㈹
製
鉄
所
建
設
口
兵
制
の
改
革
（
三
兵
伝
習
）
な
ど
に
つ
い
て
、
老
中
書
簡
に
あ
る
要
旨
を
説
明
し
た
の
ち
、
〃
叩
技
師
や
陸
瓶
士
官
の
雌
川
に
つ
い
て
協
力
を
も
と
め
た
。
八
Ⅱ
二
日
（
九
・
二
一
）
海
耶
省
を
お
と
ず
れ
、
梅
柵
ジ
ュ
ス
タ
ン
・
プ
ロ
ス
ペ
ル
・
シ
ャ
ス
ル
ー
・
ロ
ー
パ
と
会
い
、
あ
ら
た
め
て
製
鉄
所
の
建
設
、
技
師
の
雇
用
、
器
械
類
の
職
人
と
輸
送
に
つ
い
て
協
力
を
あ
お
ぎ
、
同
月
六
日
（
九
・
二
五
）
に
陸
軍
大
臣
代
理
ア
ル
マ
ン
・
ベ
イ
ク
（
農
・
商
務
、
公
共
蛎
業
大
臣
を
も
か
ね
る
）
を
た
ず
ね
、
三
兵
伝
習
の
教
官
の
招
へ
い
を
た
の
み
、
そ
の
承
諾
を
え
た
。
柴
川
は
、
パ
リ
に
お
い
て
横
緬
賀
製
鉄
所
迷
設
の
案
件
を
す
べ
て
処
理
す
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
訪
問
の
準
備
に
と
り
か
か
っ
た
。
柴
Ⅲ
一
行
の
渡
欧
目
的
の
あ
ら
ま
し
は
、
そ
の
出
発
ま
え
に
す
で
に
閣
老
よ
り
江
戸
在
勤
の
イ
ギ
リ
ス
代
理
公
使
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ウ
ィ
兼ねていた。
柴
川
に
あ
た
え
ら
れ
た
主
な
使
命
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
技
術
行
を
雁
い
入
れ
、
機
械
航
（
燕
気
お
よ
び
修
船
川
の
諸
逆
具
）
を
脳
入
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
あ
と
イ
ギ
リ
ス
に
お
も
む
き
、
三
反
（
歩
兵
、
騎
兵
、
砲
兵
）
伝
習
の
教
官
の
州
へ
い
を
打
診
す
る
川
務
も
さ
ら
に
文
久
三
年
福
沢
の
塾
に
入
り
、
元
沿
元
年
ご
ろ
塾
長
を
し
て
い
た
ら
し
い
（
君
塚
巡
校
注
「
仏
英
行
」
の
棚
外
注
を
参
照
）
。
明治二年、藩政府の誘導方を命じられた（野村兼太郎『維新前後ご・なお岡田には「航西小記」（『旧幕府』に連載）
と
題
す
る
欧
行
記
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
慶
応
元
年
閏
五
月
に
柴
川
の
従
者
と
し
て
同
行
し
た
と
き
の
見
聞
を
つ
づ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
とある。
＊
イギリスにおける柴'１１[11rjl守
とらや
こきしえイが
とでかるニドて
ばあしかリ嫌
のつ、どｽ''１
裏大幕う政｜よ
÷Ｏ⑰.『」＿ｒ'『、
こ
と
ば
の
裏
を
見
す
か
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
そ
れ
で
も
柴
田
一
行
に
好
意
を
し
め
し
、
柴
川
の
要
件
を
儀
礼
上
承
諾
し
た
ば
か
り
か
、
諸
所
を
見
学
さ
せ
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
三
兵
伝
習
の
依
頼
に
つ
い
て
、
か
ね
て
パ
ー
ク
ス
よ
り
報
告
を
う
け
て
お
言を呈した。
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
に
つ
た
え
ら
れ
、
本
国
へ
報
告
さ
せ
て
あ
っ
た
。
しかし、イギリス側には、使節の本来の使命をかくし、国防上必要な各耐の兵器や機械を実見し、さらに造船所や
工
廠
を
視
察
し
、
日
本
の
革
新
に
役
立
て
た
い
、
と
っ
た
え
、
そ
の
協
力
を
仰
ぐ
に
と
ど
め
た
。
イギリスをおとずれるのは、かねて日本政府より同国に三兵教練の依噸をしており、それにたいするイギリス政府
の
考
え
や
反
応
を
み
る
た
め
で
あ
っ
た
。
通
弁
方
と
し
て
一
行
に
参
加
し
た
偏
地
源
一
郎
に
よ
る
と
、
柴
川
一
行
の
イ
ギ
リ
ス
訪
問
は
、
使
命
と
い
う
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
く
て
、
「会釈上の使命といふに過ぎざりき」（「懐往事談ｌ附新聞紙突雁』氏友社、明治〃。ｌ）という。
このことの意味は、イギリスを儀礼的に訪れ、あいさつをした程度ということであろう。藤木、英仏の二大勢力が
拾仇するなかで、滞府がフランス寄りの外交を展開するのを、駐日英仏公使パークスは快よくおもわず、たびたび苫
瀞府が臓須役に造船所を設けるのを、フランス一手に依噸するにおよんで、パークスは心中おだやかでなかった。
や
が
て
辮
府
は
、
イ
ギ
リ
ス
公
使
の
不
満
を
や
わ
ら
げ
る
た
め
の
一
策
を
案
出
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
三
兵
伝
粁
の
教
官
を
招
へ
い
す
る
意
あ
る
こ
と
を
示
し
、
も
し
瀞
府
の
ほ
う
で
そ
の
識
に
決
し
た
ら
、
承
諾
し
て
も
ら
え
る
か
ど
う
か
を
た
し
か
め
る
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
幕
府
は
口
と
心
が
裏
腹
で
あ
り
フ
ラ
ン
ス
政
府
と
、
三
兵
伝
習
の
件
で
内
約
が
で
き
て
お
り
、
そ
の
手
続
に
入
る
ば
か
り
の
９
わ
ず
か
に
「
ザ
・
タ
イ
ム
ズ
」
（
ご
局
目
冒
図
）
紙
が
い
ち
ど
、
『
ザ
・
ロ
ン
ド
ン
。
ア
ン
ド
・
チ
ャ
イ
ナ
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
（
冨
⑩
ｎｏ員・苫§＆○言目回ｇ高い②）紙が、二度ばかり一行のことを記事にしたにすぎない。とくに後者の週刊新聞は、い
ち
ば
ん
お
も
し
ろ
く
、
資
料
的
価
値
も
高
い
。
そ
れ
ら
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
事
で
あ
る
。
「日本の委員たち」（弓ゴの］目目の⑫の○○日日一⑪⑪一・コの『の）と「日本からの訪問者」（日ロの］四℃目の⑪のぐ一⑪一ｓ「の）と題す
る
小
記
事
が
二
つ
（
一
八
六
Ⅱ
。
一
二
・
二
六
付
）
。
前
者
に
お
い
て
プ
ラ
イ
ン
少
佐
が
、
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
伯
に
よ
り
、
日
本
人
係
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
。
一
行
が
そ
れ
ま
で
に
訪
れ
た
市
内
の
見
学
先
に
ふ
れ
、
後
者
に
お
い
て
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
各
所
、
諸
施
設
を
視
察
し
た
柴
川
剛
巾
の
「
仏
英
行
」
（
洲
塚
巡
校
注
、
旧
水
思
想
大
系
「
西
洋
見
聞
集
』
所
収
、
岩
波
書
店
、
昭
和
伯
・
旧
）
と
岡
川
摂
蔵
の
「西航小記」（雑誌「旧瀞府」所収）、現地の新聞細道などをもとに、一行のイギリス洲在を再現したものである。
柴
Ⅲ
一
行
は
、
少
人
数
で
あ
っ
た
せ
い
か
、
あ
ま
り
現
地
の
新
川
記
背
の
綱
に
か
か
る
こ
と
は
な
く
、
記
耶
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
る
り
、
柴
川
が
外
務
次
官
ハ
モ
ン
ド
と
会
見
し
た
と
き
、
当
然
、
こ
の
件
が
話
題
に
あ
が
っ
た
。
ハ
モ
ン
ド
は
、
描
浜
に
駐
翻
す
る
イ
ギ
リ
ス
兵
に
余
暇
が
あ
れ
ば
、
つ
ご
う
次
第
、
貴
国
政
府
の
要
望
に
そ
い
た
い
と
回
答
し
た
（
大
塚
武
松
「
幕
末
外
交
史
の
研
究
』
）
。
が
、
イ
ギ
リ
ス
側
は
、
幕
府
陸
軍
が
強
力
に
な
る
こ
と
を
望
ま
ず
、
援
助
す
る
気
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
た
め
、
結
局
、
幕
府
の
当
初
の
計
画
に
そ
っ
て
陸
軍
伝
習
の
す
べ
て
を
フ
ラ
ン
ス
に
依
嘱
し
た
。
こ
と
も
少
な
か
っ
た
。
水
柚
は
、
イ
ギ
リ
ス
』
て記したものである。
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
柴
Ⅲ
一
行
の
約
一
力
Ⅱ
に
お
よ
ぶ
悦
楽
の
災
況
と
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
帆
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
一
端
に
つ
い
＊
5０
イギリスにおける柴 可守
ついで同紙は、「日本の委員ら、イプスウィッチを訪れる」（気⑫旨。（岳の］§目の⑫の○・ヨョー⑭②一・コの『の（○
ｓの三一◎す）と題する、やや長文の記事をかかげた。これはイプスウィッチの有名な農機且〈工場（「ランサムズ。アン
ド。シムズ社」）を一行が見学に訪れたときのことを報じたものである（’八六六・一・一○付）。
さいごに柴田一行のイギリス滞在を総括した長文の記事に、「わが国を訪れた日本からの訪問者」（○□「〕：目の⑭の
ぐご［・門の）というものがある（一八六六・一・’○付）。これなどは、柴田の日載「仏英行」の記載を補うものとし
ていちばん貴重かとおもわれる。
筆者は、さいわい先年の夏、ロンドンにおいてこれらの記事と接しえたので、コピーを依頼し持ち帰ったが、新資
料
と
し
て
本
稿
の
お
わ
り
に
添
え
て
お
い
た
。
慶
応
元
年
十
月
二
十
一
日
（
一
八
六
五
・
一
二
・
八
）
、
柴
川
一
行
九
名
は
パ
リ
を
発
し
、
英
祁
ロ
ン
ド
ン
に
む
か
っ
た
。
同
夜
、
ロ
ンドンに着き、「ランガム・ホテル」（写真参照）に入った。
一行がイギリスに滞在したのは、同年十一月十八ｕ（’八六六・一・四）までの約一カ月である。この間のかれら
の
訪
問
・
視
察
地
を
し
る
す
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。
タ
ン
ヌ
ル
ロンドンの地下道・………………………………………………・・・・・十月二十三日
大英博物館………・………・・……………・…………．．…．．………・…十月二十五日
＊
グー、〆閂、
二二
●●
二○
、－’、.〆
５１
デポンポートの造船所
キャム造船所（モリスタウン）
海岸砲台…：：………………・…………………：…………・……・…十一月七日（一二・一一四）
海
鞭
工
廠
地
下
鉄
道
チェルシー王立廃兵病院………・・……………・……………………十一月四日（’一一・一一一）
陸
海
軍
孤
児
院
プリマスの防波堤
保
税
倉
庫
ポーッマスの造船所・……………………………・…・………………十一月五日（’二・一一二）
プレークリー氏の兵器工場（グリニッジ）・……………：………十一月三日（一二・一一○）
王
立
取
引
所
ア
ル
パ
ー
ト
橋
ラグラン兵舎
王
立
造
幣
局
陸海軍クラブ（ロンドン）
タイムズ社…………・…・…………………………：：………………十一月一一日（一二・一九）
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
ウリッジの王立造船所……：……・………………………………十月三十日（一二・一七）
ロ
ン
ド
ン
塔
ロ
ン
隙
‐
ン
・
隈
・
ツ
ケ
〆
5２
イギリスにおける柴田[1向守
よるか汽車は市街を出ると、パリ盆地に入り、平坦な枯野をけむりを吐きながら走った。一行はときどき車窓に起伏のあ
る
丘
を
見
、
農
家
、
畑
、
樹
林
、
小
川
、
家
畜
な
ど
を
み
な
が
ら
北
へ
北
へ
と
進
ん
だ
。
パ
リ
、
カ
レ
ー
間
、
二
九
三
キ
ロ
の
距
離
を
約
六
、
七
時
間
ほ
ど
ゆ
ら
れ
、
同
日
の
午
後
一
時
す
ぎ
カ
レ
ー
に
到
着
し
た
。
汽
車
が
着
い
た
の
は
、
中
央
駅
（
町
の
そ
と
に
位
置
）
か
。
そ
れ
よ
り
一
行
は
、
お
そ
い
朝
食
を
と
り
、
一
時
四
十
五
分
ご
ろ
波
止
場
よ
り
対
岸
の
ド
ー
ヴ
ァ
に
む
か
う
蒸
気
船
に
の
っ
た
。
ひ
え
び
え
と
し
た
、
波
高
い
海
峡
を
わ
た
り
、
ド
ー
ヴ
ァ
に
到
着
し
た
の
は
、
午
後
三
時
半
す
ぎ
の
こ
と
で
あ
る
。
ノ
ー
ル
からゆっくりと動きだＩ）た。
ガ
ー
ル
。
ｒ
・
哩応元年十月一一十一日（一八六五・一一一・八）、柴Ⅲ一行を乗せた汽車は、しぐれ模様のパリの空のも．と、北駅
ランサム。アンド・シムズ農機具工場（イプスウィッチ）・・・…十一月十五日（’八六六・一・一）
パ
テ
ン
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ス
ト
ー
ン
会
社
南ケンジントン博物館・…………・………………………………・…十一月十六日（一・二）
園
芸
協
会
ウ
エ
ス
ト
ミ
国
会
議
事
堂
ミ
ル
バ
ン
ク
刑
務
所
…
…
…
…
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ソ
ン
の
刀
剣
工
場
ロ
ン
ド
ン
・
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・
ク
ラ
ブ
ストミンスター寺院……………・…・…………………・………十一月十二日（一一一・二九）
ンク刑務所：…………：……・………………・・……………：十一月十一一一日（一一一・’一一○）
＊
5３
柴
田
は
持
参
し
た
「
日
の
丸
（
こ
の
時
期
、
ロ
ン
ド
ン
の
気
樫
は
街
が
霧
と
ス
モ
ッ
グ
に
お
お
Ｌ
空はどんよりとくもり、．｜
と、街頭にガス灯がともる。
ピ
ー
●
ピ
ー
ｏ
ス
イ
同
ホ
テ
ル
は
、
ポ
・
Ｉ
ト
ラ
ン
ド
広
場
に
い
ま
も
あ
り
、
街
路
を
へ
だ
て
て
Ｂ
・
Ｂ
・
Ｃ
（
イ
ギ
リ
ス
放
送
協
会
）
の
建
物
が
あ
る
。
か
れ
』
」
れ
凶
く
ち
ゅ
う
柴
田
は
こ
の
ホ
テ
ル
に
つ
い
て
、
「
旅
亭
の
結
構
（
し
く
み
）
、
巨
大
美
麗
、
パ
レ
イ
の
グ
ラ
ン
ト
ホ
ー
プ
ル
に
彼
是
伯
仲
せ
り
」
（
「
仏
英
行
」
）
と
の
べ
て
い
る
。
｜
行
は
ホ
テ
ル
に
入
る
と
、
早
く
も
そ
の
到
着
を
待
ち
か
ま
え
て
い
た
か
の
よ
う
に
、
横
浜
の
オ
ラ
ン
ダ
人
商
人
キ
ェ
ー
フ
ル
が
や
っ
て
来
て
、
柴
田
と
面
会
し
、
こ
ん
ど
長
崎
の
イ
ギ
リ
ス
の
代
理
傾
事
に
任
じ
ら
れ
た
、
と
語
っ
た
。
ち
な
み
に
、
パ
リ
か
ら
ロ
ン
ド
ン
ま
で
の
旅
費
は
、
約
六
四
六
フ
ラ
ン
、
荷
物
の
運
賃
は
約
一
三
五
フ
ラ
ン
か
か
っ
た
。
翌
日
、
柴
田
は
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
に
使
い
を
や
り
、
ロ
ン
ド
ン
に
到
着
し
た
こ
と
、
外
相
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
に
面
談
し
た
い
旨
を
書
簡
を
も
っ
て
つ
た
え
さ
せ
た
。
富
田
・
小
花
・
福
地
ら
は
、
パ
リ
で
エ
ラ
ー
ル
（
銀
行
家
）
に
た
の
ん
で
為
替
に
し
た
御
用
金
を
受
け
と
り
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
に
お
も
む
い
た
。
柴
田
は
持
参
し
た
「
日
の
丸
の
旗
」
を
ホ
テ
ル
の
軒
先
に
か
か
げ
さ
せ
、
ま
た
馬
車
を
一
台
、
雇
い
入
れ
た
。
この時期、ロンドンの気候は、パリよりも温暖であり、摂氏一四、五度ほどであった。しか－）、いちばん困ったの
は
街
が
霧
と
ス
モ
ッ
グ
に
お
お
わ
れ
、
視
界
が
あ
ま
り
よ
く
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
空
は
ど
ん
よ
り
と
く
も
り
、
う
っ
と
う
し
い
。
お
ま
け
に
日
中
で
も
街
は
暗
い
と
き
て
い
る
。
と
く
に
冬
場
、
午
後
四
時
ご
ろ
に
な
る
建
の
堂
々
た
る
ホ
テ
ル
で
あ
る
。
駅舎には、型
ル」に入った。
それより直ちに汽車にのり、英都にむかい、夕方六時すぎロンドンのヴィクトリア駅に着いた。
駅
舎
に
は
、
ホ
テ
ル
の
ほ
う
か
ら
案
内
人
が
馬
車
を
も
っ
て
迎
え
に
来
て
お
り
、
｜
行
は
同
人
の
案
内
で
旅
宿
の
「
ラ
ン
ガ
ム
・
ホ
テ
こ
れ
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
代
表
的
建
造
物
で
あ
り
、
一
八
六
四
年
に
三
十
万
ポ
ン
ド
を
費
し
て
完
成
し
た
、
客
室
数
六
百
、
七
階
5４
ホ
テ
ル
の
部
屋
の
な
か
で
、
な
に
か
書
き
も
の
を
す
る
と
き
は
、
灯
火
を
用
い
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
二十一一一日（’二・’○）、Ⅲ曜日であった。外相から返書が来るはずもなかったので、柴田は、富田・小花・小使
た
ち
を
連
れ
て
、
ロ
ン
ド
ン
名
物
の
ひ
と
つ
、
テ
ー
ム
ズ
川
の
ト
ン
ネ
ル
を
見
物
に
出
か
け
た
。
俗に〃ランドン・タンヌル“とも呼ばれる、ロンドン・ドック付近の南側につくられたこの地下道は、一八四二年
から四三年にかけて完成し、’八六○年代に束ロンドン鉄道に売却された。もともと車両の通行のために造られたも
のだが、財政難から傾斜路をつくることができなくなり、六○年代まで歩行者のための地下道として川いられた。
や
が
て
束
ロ
ン
ド
ン
鉄
道
に
売
却
さ
れ
て
か
ら
は
、
地
下
道
鉄
道
が
走
る
よ
う
に
な
っ
た
。
地下道の長さは一二○○フィートあり、馬蹄のかたちをしたアーチ道が二つあった。
二十瓜日（一二・一二）、ロンドンは、霧におおわれた。柴川は篇川・小花・堀川らをともない、人災博物鮒（一
七
Ⅱ
三
年
川
設
）
を
見
学
に
お
も
む
い
た
。
英外机クラレンドン（一八○○～七○）との面会は、明日ときまった。が、ヴィクトリア女王の所在をたずねたと
同
こ
ろ
、
ロ
ン
ド
ン
に
は
お
わ
さ
ず
、
離
宮
で
す
ご
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
脈翌日、午後三時半、柴田は随員を何人かしたがえ、外務省にクラレンドンをたずねた。
蝶このとき柴田は、ヨーロッパに派遣された趣きをつたえ、さらに鱗物の目録および国書などを手わたした。
ｊ獄一一十七日（一一一・一四）、水品は柴田の命をうけて、八官庁および六ヵ国（ロシア、アメリカ、オランダ、プロシ
》」刈ァ、ポルトガル、スイス）の公使館をおとずれ、柴田の名刺を投じた。帰途、ハイド・パークを一周して帰館した。
リギ翌日、柴田は御用状を一一通、外国奉行菊池伊予守、フランス公使館付のカション神父宛の書簡などの郵送をパリに
イ
翌日、柴田は御用状を一
い
る
エ
ラ
ー
ル
に
た
の
ん
だ
。
5５
柴田と面会した。
富田・小花・塩田ら三名は、リージェント公園におもむき、動物園などを見学した。
二
十
九
日
（
’
二
・
一
六
）
、
午
前
十
時
半
、
柴
田
は
塩
田
を
し
た
が
え
、
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
を
表
敬
訪
問
し
、
そ
の
帰
途
、
公
園
（場所不明）などを一周してホテルにもどった。
ロ
イ
ヤ
ル
０
エ
ン
ゾ
ニ
ア
ズ
こ
の
日
は
じ
め
て
英
国
陸
軍
工
兵
隊
の
工
兵
少
佐
ブ
ラ
イ
ン
少
佐
が
外
相
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
の
紹
介
状
を
も
っ
て
来
訪
し
、
柴
田
一
行
の
案
内
係
に
な
っ
た
こ
と
を
つ
た
え
た
。
同
人
は
、
一
見
ひ
ょ
う
ひ
ょ
う
と
し
た
士
官
で
あ
っ
た
。
翌日、宮内大臣をはじめ、ロシアおよびアメリカ公使館から館員などがやってきて、答礼の名刺をおいていった。
外
相
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
の
命
を
う
け
た
プ
ラ
イ
ン
少
佐
は
、
朝
夕
の
各
一
回
ず
つ
、
ホ
テ
ル
に
顔
を
だ
し
、
｜
行
の
川
を
足
し
た
り
、
訪
問先の案内や手順について説明してくれることになった。この日、かれは友人である士官二名をともなってやって来、
が
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
可
を
え
て
散
歩
に
で
か
け
た
。
十
一
月
一
日
（
’
二
・
一
ｎ
午前十時ごろ、案内人（
で
ウ
リ
ッ
ジ
に
お
も
む
い
た
。
柴田ら八名は、テームズ川を蒸気船でくだったものか。ロンドンからウリッジまで一時間半ほどかかっている。
ブ
ラ
イ
ン
が
友
人
を
つ
れ
て
き
た
の
は
、
ど
う
も
日
本
人
を
な
か
ま
に
見
せ
て
や
る
た
め
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
小
花
・
偏
地
ら
は
、
許
ウリッジはテームズ川南岸に位置する、守備隊駐屯の町である。ここは王立造幣廠をはじめ、兵器廠、造船所など
（’二・一八）、ロンドンは濃霧である。日中でも空は、まるで夜のように暗い。
〉、案内人のプライン少佐がやってきた。柴田は従者ふたりを残し、随員六名とともにブラインの案内
5６
イギリスにおける柴 ;1訂
一
行
は
そ
れ
よ
り
造
船
所
内
で
、
船
中
で
用
い
る
ロ
ー
プ
を
作
っ
て
い
る
作
業
場
、
帆
縫
所
、
諸
具
置
場
、
ド
ッ
ク
、
船
の
修
理
所
、
鋳
物
工
場
、
蒸
気
釜
製
作
場
、
小
道
具
製
作
場
な
ど
を
一
見
し
た
。
ズ
ィ
・
Ｔ
Ｉ
Ｂ
ｑ
Ｉ
ｏ
７
ン
ド
・
＃
１
ゲ
イ
・
ク
ラ
ブ
帰
途
、
プ
ラ
イ
ン
少
佐
が
そ
の
会
員
で
あ
る
、
「
陸
海
正
ク
ラ
ブ
」
（
セ
ン
ト
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
公
園
に
ち
か
い
）
を
お
と
ず
れ
かつた。
八
世
に
よ
っ
て
造
ら
れ
、
一
八
一
ウリッジに着いた一行は、
も
つ
ぱ
専らの鉄船」を見たという。
これは一八一一一七年に創設された陸海軍の士官のためのクラブで、ポール・メールの三十六番地から三十九番地にか
け
て
あ
る
石
造
り
の
堂
々
た
る
建
物
で
あ
る
。
当
時
の
会
員
数
は
、
千
数
百
名
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
各
部
屋
に
は
暖
炉
が
あ
り
、
図
書
室
や
レ
ス
ト
ラ
ン
を
そ
な
え
、
会
員
は
昼
夜
な
く
、
出
入
り
が
で
き
た
が
、
宿
泊
の
施
設
だ
け
は
な
士。 こ
れ
は
お
そ
ら
く
鉄
製
の
軍
艦
を
見
学
し
た
、
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
。
柴
田
は
艦
名
そ
の
他
に
つ
い
て
、
日
記
に
何
も
記
し
て
い
な
い
が、「サ・ロンドン。アンド・チャイナ・エクスプレス」紙（一八六六・一・一○付）には、つぎのようにある。
十二月十八Ⅱ、かれらはウリッジの造船所を視察し、女王陛下の艦である「プリンス・アルパート」と「ブラック・イーグル」
号
を
く
わ
し
く
調
べ
た
。
ロ
イ
ヤ
ル
・
ド
ソ
ク
ヤ
ー
ド
行
の
ウ
リ
ッ
ジ
訪
問
の
大
き
な
目
的
は
、
同
地
に
あ
る
「
王
立
造
船
所
」
を
見
学
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
造
船
所
は
、
ヘ
ン
リ
ー
‐
に
よ
っ
て
造
ら
れ
、
一
八
六
九
年
に
閉
鎖
さ
れ
た
。
ク
レ
－
ン
リ
ッ
ジ
に
着
い
た
一
行
は
、
ま
ず
船
中
に
ボ
イ
ラ
ー
を
入
れ
た
り
出
し
た
り
す
る
と
き
Ⅲ
い
る
蒸
気
起
重
機
を
見
た
の
ち
、
「
軍
用
5７
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
”
ロ
ン
ド
ン
・
タ
イ
ム
ズ
〃
と
呼
ば
れ
る
新
聞
社
の
こ
と
だ
が
、
一
行
は
こ
こ
で
一
分
間
に
ニ
バ
○
枚
刷
る
と
い
う
凹
板
の
印
刷
機
で
、
じ
っ
さ
い
に
新
聞
が
印
刷
さ
れ
る
よ
う
す
を
見
、
さ
ら
に
凹
仮
の
鋳
型
・
紙
型
な
ど
を
作
っ
て
い
る
部
局
、
新
聞
の
販
売
所
な
ど
も
の
こ
ら
ず
見
学
し
た
。
当
時
の
タ
イ
ム
ズ
社
の
社
員
の
数
は
お
よ
そ
四
百
名
、
昼
は
百
名
ほ
ど
の
従
業
員
が
い
そ
が
し
く
立
ち
働
い
て
い
た
。
当
時
の
新
聞
の
値
段
は
、
一
部
二
、
三
ペ
ニ
ー
（
一
ペ
ニ
ー
は
邦
貨
約
六
○
文
に
あ
た
る
）
で
あ
っ
た
。
ついで一行が訪れたのは、スレッドーーードル街にある「イングランド銀行」である。
こ
れ
は
一
六
几
四
年
に
飢
立
さ
れ
た
と
い
う
銀
行
で
、
ロ
ン
ド
ン
橘
か
ら
も
近
い
、
石
造
り
の
隈
ろ
う
な
建
物
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
紙
幣
が
器
械
に
よ
っ
て
刷
り
あ
が
っ
て
ゆ
く
過
稗
や
金
銀
の
硬
貨
を
つ
く
る
と
き
Ⅲ
い
る
材
料
貯
蔵
室
な
ど
も
一
見
し
た
。
来
客
芳
名
簿
に
署
名
を
も
と
め
ら
れ
、
そ
れ
を
め
く
っ
て
い
た
と
き
、
は
か
ら
ず
も
日
本
人
の
氏
名
を
発
見
し
た
柴
川
は
、
そ
れ
を
メ
モした。
「タイムズ」新聞社を訪れた。
一
行
は
こ
の
ク
ラ
ブ
を
見
学
し
た
の
ち
、
六
時
前
に
ホ
テ
ル
に
も
ど
っ
た
。
翌
日
、
午
前
十
時
ご
ろ
、
プ
ラ
イ
ン
少
佐
が
シ
ド
ニ
ー
・
ロ
コ
ッ
ク
（
江
戸
の
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
付
書
記
官
）
を
と
も
な
い
、
ホ
テ
ル
に
や
っ
て
き
た
。
ロ
コ
ッ
ク
は
、
き
ょ
う
一
日
、
み
な
さ
ん
の
お
供
を
し
た
い
、
と
い
っ
た
。
プ
ラ
イ
ン
少
佐
ら
は
ま
だ
朝
食
を
と
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
か
、
紅
茶
と
パ
ン
を
摂
り
、
十
時
半
ご
ろ
柴
田
一
行
と
と
も
に
馬
車
で
し
じ
志
道
側
多 一八
六
四
年
一
月
二
十
二
日
5８
イギリスにおける柴 守
部局などを見学した。
後
者
の
三
名
も
、
薩
摩
藩
の
密
航
イ
ギ
リ
ス
留
学
生
で
あ
り
、
石
垣
税
之
介
と
は
、
新
納
刑
部
久
脩
の
変
名
で
あ
る
。
関
研
蔵
は
、
本
名
を
五
代
才
助
と
い
い
、
高
木
政
一
（
政
次
、
政
二
と
も
か
く
）
は
、
堀
荘
十
郎
の
お
な
じ
く
変
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
あ
と
、
一
行
は
ロ
ン
ド
ン
塔
の
南
に
あ
る
「
王
立
造
幣
局
」
を
お
と
ず
れ
た
。
こ
の
造
幣
局
は
、
一
八
一
○
年
か
ら
翌
十
一
年
に
か
け
て
、
ジ
ョ
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
と
ロ
パ
ー
ト
・
ス
マ
ー
ク
卿
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
たものである。
遠
藤
謹
介
伊
藤
春
輔
柴
田
は
気
づ
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
の
日
本
人
は
、
す
べ
て
長
州
藩
の
密
航
イ
ギ
リ
ス
留
学
生
で
あ
っ
た
。
つ
ぎ
に
年
月
日
の
記
赦
な
く
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
氏
名
が
み
ら
れ
た
。
渦
垣
鋭
之
介
モ
ー
ン
デ
ィ
柴
旧
だ
け
は
同
所
を
お
と
ず
れ
た
記
念
に
、
洗
足
日
（
貧
民
の
足
を
あ
ら
う
）
の
御
下
賜
金
と
し
て
鋳
造
さ
れ
る
一
一
ペ
ン
ス
銀
貨
を
血
中
か
こ
こ
で
は
金
銀
銅
を
う
す
く
延
べ
板
に
－
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
丸
く
打
ち
ぬ
き
、
歪
み
な
く
平
ら
に
し
た
り
、
貨
幣
の
表
面
に
刻
印
す
る
関
川
蔵
高木政一
lll1lIf
尾村
ｌｉｌｉ弥
＝吉1ゴ
ーに】
5９
プ
レ
ー
ク
リ
ー
は
、
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
砲
よ
り
便
利
な
大
砲
を
発
明
し
た
こ
と
で
名
を
な
し
、
グ
リ
ニ
ッ
ジ
に
大
き
な
兵
器
工
場
を
つ
く
っ
た
。
工
場
を
お
と
ず
れ
て
み
る
と
、
そ
れ
は
街
中
の
雑
蹄
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
砲
身
を
お
も
に
つ
く
っ
て
お
り
、
サ
ッ
マ
人
か
ら
叩
付
の
野
砲
一
門
の
注
文
が
あ
り
、
そ
れ
が
ほ
ぼ
完
成
し
た
、
と
の
話
が
で
た
。
⑪
イ
ヤ
ル
・
ユ
ク
Ｘ
ｆ
Ⅱ
ン
ゾ
ついで「王立収Ⅲ所」をおとずれた。この建物は人火により一一度焼失し、現在のものは一八一一二年から川四年に
か
け
て
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
タ
イ
ト
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
。
が
、
い
ま
こ
こ
で
取
引
難
研
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。
一
行
は
こ
こ
で
収
引
の
よ
う
す
を
一
見
し
た
。
屈
内
に
は
瓶
州
局
が
Ⅲ
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
通
信
網
に
よ
っ
て
世
界
門
地
の
時
候
。
附
雨
・
物
の
柵
場
ま
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
兵
器
工
場
主
の
プ
レ
ー
ク
リ
ー
は
、
同
所
ま
で
一
行
に
随
行
し
、
や
が
て
帰
っ
て
行
っ
た
。
そのあと一行は、「ロンドン階」（テームズ川左岸）にむかった。これは城壁でかこまれた五角形のとりでである。
かっては王宮・国事犯濫獄・造幣所・武器服として川いられ、歴代の王冠・宝石額などが展示され、いまも人勢の兄
枚と釧貨数枚を州られ大。
Ⅱノーーツ鍾
ている。
ルまで迎えにきた。
昼
す
ぎ
、
一
行
は
げ
一行は夕方五時すぎ帰館した。
三
日
（
一
二
・
二
○
）
こ
の
日
、
桶
地
を
の
ぞ
く
全
員
が
視
察
に
で
か
け
た
。
オ
ー
ド
サ
ン
ス
・
ワ
ー
ク
ス
も
と
陸
叩
大
尉
の
プ
レ
ー
ク
リ
ー
は
、
い
ま
グ
リ
ニ
ッ
ジ
で
兵
器
工
場
を
営
ん
で
い
る
の
だ
が
、
ブ
ラ
ィ
ン
少
佐
と
と
も
に
ホ
テ
す
ぎ
、
一
行
は
賜
耶
に
分
乗
す
る
と
、
グ
リ
ニ
ッ
ジ
（
ロ
ン
ド
ン
東
部
、
テ
ー
ム
ズ
川
布
岸
）
に
む
か
っ
た
。
こ
こ
は
こ
ん
に
ち
グ
ッジ天文台、快走帆船カッティサーク号が保存されていることで有名であり、ロンドンの観光々型川のひとつとなっ
6０
同
午
後
二
吋
す
ぎ
、
柴
川
は
水
品
を
の
こ
し
、
残
り
す
べ
て
の
随
員
を
し
た
が
え
、
ブ
ラ
イ
ン
少
佐
の
案
内
で
「
チ
ェ
ル
シ
ー
航・イャドホスピ，ル
ネ
イ
ヴ
ｆ
・
丁
ン
ｒ
・
フ
ー
ミ
・
ア
サ
イ
ラ
ム
肌王立廃丘〈病院」（「王立廃丘〈病院」）と「陸海軍孤児院」をおとずれた。
鋒チェルシー王立廃兵病院は、テームズ川北岸のロイヤル・ホスピタル街にある老兵のための病院であり、一六八二
・Ｊ籾年チャールズ一一世によって創建された。
にス
そ
れ
は
石
造
り
の
堂
々
た
る
建
物
で
あ
り
、
当
時
六
百
名
ほ
ど
の
老
丘
〈
が
収
容
さ
れ
、
各
部
屋
は
暖
炉
を
そ
な
え
、
医
師
お
よ
び
看
護
リギ婦
の
詰
所
、
読
書
室
な
ど
４
℃
完
備
さ
れ
て
い
た
。
イ
ー
行
は
こ
の
病
院
で
、
老
院
長
（
八
十
一
二
歳
）
よ
り
紅
茶
・
コ
ー
ヒ
ー
・
菓
子
な
ど
の
も
て
な
し
を
う
け
た
。
柴
田
は
文
久
遣
欧
使
節
団
の
随
員
と
し
て
渡
災
し
た
と
き
、
同
所
を
お
と
ず
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
二
度
目
の
訪
問
で
あ
る
。
つぎにおとずれたのは、「ロンドン・ドック」（ロンドン塔の束に位置）である。このドックは約百エーカの地に、
’
八
○
五
年
に
四
百
万
ポ
ン
ド
の
巨
費
を
投
じ
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
、
テ
ー
ム
ズ
川
の
三
つ
の
出
口
か
ら
入
船
で
き
、
た
め
池
（
係
船
水
域
）
に
は
四
百
隻
ま
で
収
容
で
き
た
。
一
行
は
こ
こ
で
、
茶
や
酒
類
の
保
税
倉
庫
を
見
学
し
た
が
、
そ
の
巨
大
な
建
物
と
施
設
に
一
鮪
を
喫
し
た
。
す
で
に
日
が
傾
き
か
け
て
い
た
の
で
、
各
ド
ッ
ク
や
蒸
気
に
よ
っ
て
開
閉
す
る
小
橋
な
ど
を
見
学
す
る
ひ
ま
は
な
く
、
夕
方
の
五
時
す
ぎ
ホ
テ
ル
に
も
ど
っ
た
。
翌
日
、
午
前
十
時
ご
ろ
プ
ラ
イ
ン
少
佐
が
や
っ
て
き
た
。
か
れ
は
こ
れ
ま
で
日
本
使
節
が
視
察
に
お
と
ず
れ
た
先
々
で
世
話
に
な
っ
た
ひ
と
び
と
を
食
事
に
招
く
た
め
、
人
数
や
抓
待
状
な
ど
を
調
べ
た
。
イプスウィッチの農具製作所（「ランサム。アンド・シムズ」社の社長が来訪し、柴田と会うと、その兀場を見て
物
人
を
呼
ん
で
い
る
。
ほ
し
い
、
と
い
っ
た
。
6１
あ
い
さ
つ
し
た
。
そ
の
あ
と
陸
海
軍
孤
児
院
を
お
と
ず
れ
た
。
同
所
は
兵
士
の
孤
児
（
汎
歳
か
ら
十
四
歳
ま
で
）
を
収
容
し
て
い
る
施
設
で
あ
り
、
当
時
五
百
名
ほ
ど
の
子
ど
も
た
ち
が
収
容
さ
れ
、
学
問
を
し
作
業
を
ま
な
ん
で
い
た
。
さ
い
ご
に
訪
れ
た
の
は
、
地
下
鉄
道
で
あ
る
。
一
八
六
三
年
に
完
成
し
、
パ
デ
ィ
ン
グ
ト
ン
か
ら
フ
ァ
リ
ン
グ
ト
ン
街
ま
で
の
四
マ
イ
ル
の
地
下
道
を
蒸
気
車
が
走
っ
て
い
た
。
工
事
費
は
、
一
マ
イ
ル
に
つ
き
五
十
万
ポ
ン
ド
か
か
っ
た
ら
し
い
。
存
車
内
は
ガ
ス
灯
に
よ
っ
て
照
ら
さ
れ
、
夜
は
十
二
時
に
な
る
と
終
業
し
た
。
地
下
道
の
そ
こ
か
し
こ
に
採
光
口
が
み
ら
れ
た
。
午
後
六
時
す
ぎ
、
帰
航
。
プ
ラ
イ
ン
少
佐
よ
り
、
世
話
に
な
っ
た
イ
ギ
リ
ス
人
を
州
い
て
宴
を
Ⅲ
す
こ
と
を
勧
め
ら
れ
た
。
五
日
（
一
二
・
二
二
）
、
午
前
十
時
前
に
プ
ラ
イ
ン
少
佐
が
や
っ
て
き
た
。
柴
Ⅲ
一
行
は
、
荷
物
の
半
分
を
ホ
テ
ル
に
あ
ず
け
、
午
前
十
時
に
川
血
で
旅
宿
を
川
る
と
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ル
ー
駅
に
む
か
っ
た
。
同
行
者
は
プ
ラ
イ
ン
少
佐
の
ほ
か
、
プ
リ
マ
ス
に
勤
務
す
る
士
官
一
名
（
チ
ェ
ル
シ
ー
王
立
廃
兵
病
院
院
長
の
む
す
こ
）
で
あ
る
。
一
行
は
十
一
時
発
の
汽
車
に
の
る
と
、
ポ
ー
ッ
マ
ス
に
む
か
っ
た
。
ポ
ー
ッ
マ
ス
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
南
西
二
九
キ
ロ
に
位
悩
し
、
イ
ギ
リ
ス
海
峡
に
耐
し
た
、
イ
ギ
リ
ス
有
数
の
耶
港
が
あ
る
港
町
で
あ
る
。
当
時
の
人
口
は
、
九
万
四
千
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
一
行
は
、
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ス
タ
ー
ン
鉄
道
の
汽
車
に
ゆ
ら
れ
、
南
下
す
る
こ
と
約
四
時
間
半
、
午
後
二
時
半
ご
ろ
ポ
ー
ッ
マ
ス
に
別
行
し
、
た
だ
ち
に
ホ
テ
ル
に
入
っ
た
。
や
が
て
副
官
ケ
ッ
ク
ニ
ー
の
案
内
を
う
け
、
構
内
に
入
る
と
、
建
造
巾
の
甲
鉄
艦
「
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
」
号
を
お
と
ず
れ
、
こ
ま
か
に
見
学
し
、
そ
れ
よ
り
諸
所
を
み
て
ま
わ
っ
た
。
宏
大
な
赦
地
の
な
か
に
は
、
ド
ッ
ク
や
係
船
水
域
が
い
く
つ
も
み
ら
れ
た
。
視
察
ち
ゅ
う
柴
川
は
、
先
年
竹
内
使
節
別
の
随
員
と
し
て
午
後
四
時
ご
ろ
、
柴
田
ら
は
小
花
を
ホ
テ
ル
に
の
こ
し
、
プ
ラ
イ
ン
少
佐
に
案
内
さ
れ
て
、
造
船
所
を
お
と
ず
れ
る
と
司
令
官
と
会
い
、
6２
イギリスにおける柴田日向守
ご
案
内
し
た
い
、
と
い
っ
た
。
翌
日
、
午
前
十
時
ご
ろ
、
昨
日
の
副
宿
が
や
っ
て
来
て
、
一
同
を
ふ
た
た
び
造
船
所
に
案
内
し
た
。
司
令
官
は
不
在
で
あ
っ
た
の
で
会
え
な
か
っ
た
が
、
そ
の
家
族
と
会
っ
た
。
それより一行は、構内の各部局の視察をはじめた。器械を用いてロープをつくっている三階建の建物を手はじめに、
い
が
企
製材所・蒸気（動力）小屋・溶鉱炉。鍛冶場・鋳形世場・然気釜製作所・小道具製作場・鉄板（川鉄艦川）製作所な
ど
を
、
ひ
と
つ
ず
つ
見
て
ま
わ
っ
た
。
そ
れ
よ
り
五
本
マ
ス
ト
の
砲
塔
を
そ
な
え
た
甲
鉄
艦
「
ミ
ノ
ト
ー
ル
」
号
（
長
さ
百
フ
ィ
ー
ト
、
幅
五
十
フ
ィ
ー
ト
、
糒
包
ト
ミ
１
，
１
６
一
一
ノ
ド
乗
員
七
百
名
）
を
見
学
し
、
水
夫
ら
に
よ
る
射
撃
の
操
練
を
み
た
。
午
後
一
時
半
ご
ろ
、
司
令
官
宅
に
も
ど
る
と
、
昼
食
の
も
て
な
し
を
受
け
た
。
居
間
に
日
本
の
陶
器
が
い
く
つ
か
か
ざ
ら
れ
て
い
た
。
柴
田
は
も
ち
あ
わ
せ
て
い
た
木
彫
の
扇
を
子
ど
も
に
あ
た
え
た
。
三
時
す
ぎ
、
ホ
テ
ル
に
も
ど
っ
た
。
旅宿にもどると、プライン少佐より、造船所の技師（工兵科士官）が図面をもって説明にくるので、食瓢をだして
ほしい旨の申し出があった。柴川はすこし心にひっかかるところがあったが、晩さんに招くことにした。
夕食には、この技師のほか、かって下関砲撃に参加したタルタール号のいまの艦長夫妻などが招かれた。
七
日
（
一
二
・
二
四
）
、
日
曜
Ｒ
に
つ
き
、
見
学
は
な
か
っ
た
。
ブ
ラ
イ
ン
少
佐
は
、
明
日
は
ク
リ
ス
マ
ス
で
あ
る
け
れ
ど
、
砲
台
に
た。 ヨーロッパに来たとき、アレクサンドリアからマルセーユまで乗ったヒマラヤ号の海軍大尉とはからずも再会した。
ヒマラヤ号は、折からドックで修理中であった。一行は造船所を一見し、午後六時ごろホテルにもどった。
夕
食
に
は
副
官
と
ヒ
マ
ラ
ヤ
号
の
海
軍
大
尉
が
招
待
さ
れ
、
両
人
は
柴
川
か
ら
キ
セ
ル
と
錦
絵
を
脳
ら
れ
、
夜
十
時
ご
ろ
帰
っ
て
行
っ
6３
件
で
あ
る
。
う
８
や
まず砲兵隊の馬帰（一一階処、一階は馬屋、一一階は兵士の居室）や練兵場などを一見した。
つ
い
で
海
岸
に
沿
っ
て
何
カ
所
か
あ
る
砲
台
を
お
と
ず
れ
た
。
砲
台
は
天
然
の
石
山
を
掘
り
さ
げ
て
造
っ
た
も
の
で
、
三
階
建
の
家
屋
ほ
ど
の
規
模
で
あ
り
、
ふ
だ
ん
は
三
百
名
ほ
ど
の
兵
が
詰
め
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
大
砲
の
数
は
爪
十
数
門
、
火
薬
は
八
十
た
る
倣
え
、
戦
争
の
と
き
は
八
百
八
十
た
る
ほ
ど
た
く
わ
え
て
お
く
と
い
う
。
た
ま
た
ま
砲
台
建
造
係
の
士
官
が
や
っ
て
き
た
の
で
、
一
同
そ
の
士
官
宅
に
招
か
れ
、
ビ
ー
ル
な
ど
を
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
と
き
故
囮
日
本
の
ニ
ュ
ー
ス
を
Ⅲ
い
た
。
こ
の
日
か
ら
三
十
日
前
（
慶
応
元
年
九
月
十
六
日
Ⅱ
一
八
六
五
・
一
一
・
四
）
、
英
米
仏
剛
の
公
使
ら
は
、
軍
艦
九
隻
を
ひ
き
い
、
兵
庫
沖
に
い
た
り
、
幕
府
に
大
坂
と
兵
庫
（
神
戸
）
開
港
を
迫
っ
た
が
、
お
も
い
通
り
に
ゆ
か
ず
、
軍
艦
を
ひ
き
い
て
横
浜
に
も
ど
っ
た
事
見
物
に
Ⅲ
か
け
た
。
（
ク
リ
ス
マ
ス
）
翌
日
は
、
キ
リ
ス
ト
降
誕
祭
に
つ
き
、
ホ
テ
ル
で
は
夕
方
よ
り
ダ
ン
ス
・
パ
ー
ー
フ
ィ
が
あ
り
、
ボ
ー
イ
や
女
中
ら
も
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
宿
泊
群
か
ら
か
れ
ら
に
対
し
て
祝
儀
を
だ
す
風
習
が
あ
る
の
で
、
シ
ャ
ン
ペ
ン
を
出
し
て
ほ
し
い
、
と
プ
ラ
イ
ン
少
佐
が
い
う
の
で
、
柴
川
は
十
二
本
ば
か
り
州
っ
土
。
午
後
一
時
す
ぎ
、
昨
日
や
っ
て
き
た
技
師
の
案
内
で
、
柴
川
は
水
品
を
ひ
と
り
の
こ
し
、
随
員
の
す
べ
て
と
プ
ラ
イ
ン
と
と
も
に
砲
台
けた。帰途
、
馬
車
ご
と
渡
し
舟
に
の
り
、
ハ
時
半
す
ぎ
ホ
テ
ル
に
も
ど
っ
た
。
旅
宿
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
つ
き
、
ホ
テ
ル
の
主
人
や
召
使
い
た
ち
に
よ
る
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
が
催
さ
れ
、
使
節
の
み
な
さ
ん
も
参
加
寓川・小花・塩川ら三名は、馬車でドライブに川かけた。このとき賜車を十台ほど巡らねたジプシーの一行をみか
６１
イギリスにおける柴ll1111iI1守
ブラィン少佐の家族と同人の親友の夫人か姉妹らしきものがホテルに来ており、柴川と会った。が、プライン少佐
は
か
れ
ら
に
日
本
人
を
ひ
と
め
見
せ
る
た
め
に
呼
ん
だ
６
の
の
よ
う
に
お
も
え
た
。
翌日、柴田はブライン少佐の家族がおなじホテルに投宿していたので、塩田に命じて、絹布と扇などを贈った。
こ
の
日
、
プ
ラ
イ
ン
少
佐
の
上
官
で
あ
る
オ
ー
ゥ
ェ
ン
陸
立
大
佐
が
ホ
テ
ル
に
や
っ
て
来
、
柴
川
と
町
会
し
た
。
午
前
十
時
す
ぎ
、
カ
ゼ
を
ひ
き
床
に
つ
い
て
い
る
寓
川
を
の
ぞ
き
、
一
同
賜
恥
で
デ
ボ
ン
ポ
ー
ル
ト
へ
む
か
っ
た
。
まず士官および兵卒が居住する「ラグラン兵舎」を訪れ、同所の長にあいさつし、名刺をあたえた。それより胸雌
捉将宅にむかい、同人と町会し、案内の士府をえて、防波堤（〃プリマス・プレイカ“）を見学することになった。
「
川
の
丸
」
の
Ⅸ
を
か
か
げ
た
蒸
気
船
が
一
隻
川
意
さ
れ
て
お
り
、
一
同
、
そ
れ
に
乗
る
と
沖
に
む
か
っ
た
。
防波堤は、海岸から十一一、三キロのところにある。長さ一マイル、満さ四二フィート、厚さ二二フィート、堤肛部
の平らなところは、五十フィート。工事に四十年かけ、百Ⅱ十万ポンドの巨費を投じたという。
とい▽っ◎
し
て
ほ
し
い
、
と
勧
め
る
の
で
、
一
同
服
装
を
あ
ら
た
め
、
舞
蹄
室
に
行
き
、
イ
ギ
リ
ス
人
ら
と
ダ
ン
ス
を
し
た
。
九日（一二・二六）、午前十時半、一行はホテルを川るとポーッマスの駅におもむき、十一時発の汽車でプリマス
九
日
（
三
にむかった。
途
中
で
汽
車
を
二
度
ほ
ど
乗
り
か
え
、
夕
万
六
時
半
ご
ろ
プ
リ
マ
ス
に
着
く
と
直
ち
に
ホ
テ
ル
に
入
っ
た
。
プ
リ
マ
ス
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
西
南
西
三
六
川
＋
ロ
の
地
に
あ
る
イ
ギ
リ
ス
海
峡
に
面
し
た
港
町
で
あ
り
、
デ
ボ
ン
ポ
ー
ル
ト
と
ス
ト
ー
ン
ハ
ウ
ス
は
、
十
七
世
紀
以
来
の
耶
港
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
岡川摂蔵の「航西小記」によると、市町はロンドンより淌潔なうえ、にぎわっており、人口は十二刀ほどであった
6５
した。 それ
よ
り
捉
粁
の
案
内
を
う
け
、
ト
ン
ネ
ル
を
通
っ
て
モ
リ
ス
タ
ウ
ン
に
あ
る
「
キ
ャ
ム
造
船
所
」
を
お
と
ず
れ
た
。
こ
こ
に
は
ド
ッ
ク
が
三
つ
、
係
船
水
域
が
二
つ
、
そ
の
他
各
価
の
工
場
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
一
見
し
た
。
午
後
川
時
す
ぎ
、
ホ
テ
ル
に
も
ど
っ
た
。
夕
食
に
案
内
の
土
浦
お
よ
び
蒸
気
船
の
船
長
ら
を
招
い
た
が
、
ｆ
官
の
ほ
う
は
差
し
つ
か
え
が
あ
る
、
と
い
っ
て
州
待
を
こ
と
わ
り
、
船
長
だ
け
が
や
っ
て
き
た
。
プ
ラ
イ
ン
少
佐
よ
り
、
芝
居
を
観
た
り
、
ホ
テ
ル
に
お
け
る
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
に
出
席
す
る
よ
う
勧
め
ら
れ
た
が
、
一
同
そ
れ
を
固
辞
そ
の
後
、
｜
行
は
上
陸
す
る
，
ビ
ー
ル
な
ど
を
す
す
め
ら
れ
た
。
これはヨーロッパ第一と称する鉄橋であり、長さが二二四○ヤード（一ヤードは三尺）、高さは一一二○フィートあっ
た
。
橘
の
う
え
に
線
華
路
が
敷
か
れ
て
お
り
、
そ
こ
を
菰
気
車
が
往
来
し
、
橋
の
下
を
瓶
艦
が
行
き
来
し
て
い
た
。
一
同
、
燕
気
船
か
ら
、
そ
の
橘
を
見
あ
げ
、
そ
の
堂
々
と
し
た
す
が
た
に
目
を
み
は
っ
た
。
そ
の
後
、
｜
行
は
上
陸
す
る
と
、
デ
ポ
ン
ポ
ー
ト
に
あ
る
造
船
所
に
行
き
、
海
軍
提
督
宅
を
お
と
ず
れ
、
提
督
と
家
族
ら
と
会
っ
た
が
、
こ
の
堤
の
外
は
、
波
が
荒
く
、
満
ち
潮
の
と
き
は
波
が
堤
の
う
え
ま
で
打
ち
寄
せ
る
た
め
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
狼
沫
を
さ
け
る
場
所
が
設
け
て
あ
っ
た
。
堤
の
破
捌
は
、
年
々
す
す
み
、
そ
の
修
理
世
も
ば
か
に
な
ら
な
い
と
い
う
。
防
波
堤
を
見
た
の
ち
、
一
同
ふ
た
た
び
燕
気
船
に
乗
り
、
港
に
も
ど
っ
た
。
つ
い
で
一
行
が
兄
学
し
た
の
は
、
デ
ポ
ン
ポ
ー
ト
と
ス
ト
ー
ン
ハ
ウ
ス
地
区
と
を
む
す
ぶ
「
ア
ル
パ
ー
ト
橋
」
（
呪
・
タ
マ
ー
ル
橘
）
十一日（一二・二八）、前夜、夕食に州いた蒸気船の船長が家族をつれてホテルにやって米、柴川らと会ったが、
これはどうも家族に日本人をみせるための主意にほかならなかった。
である。
6６
イギリスにおける柴[１１[11iil守
ずいた
」へ豆U豆１」＿＿ル「、。 ホテ
ル
に
は
、
肥
川
浜
五
郎
と
オ
ラ
ン
ダ
人
の
器
械
技
師
一
名
が
き
て
お
り
、
柴
川
と
会
っ
た
。
こ
の
と
き
、
先
年
瀞
使
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
や
っ
て
来
た
と
き
持
参
し
た
品
々
の
う
ち
、
不
用
に
な
っ
た
も
の
を
オ
ラ
ン
ダ
人
宅
に
あ
ず
か
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
幕
化
の
教
師
ら
に
下
げ
わ
た
す
よ
う
取
り
は
か
っ
て
ほ
し
い
、
と
の
冊
学
生
取
締
・
内
川
恒
二
郎
か
ら
の
言
づ
て
を
聞
い
た
。
ま
た
買
い
あ
げ
た
器
械
類
の
運
賃
が
不
足
し
て
い
る
の
で
、
御
川
金
の
う
ち
か
ら
、
一
万
四
千
ド
ル
支
出
し
て
ほ
し
い
、
と
の
話
が
で
柴
田
は
、
じ
ぶ
ん
た
ち
が
見
世
物
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
百
も
承
知
し
て
お
り
、
あ
ま
り
ゆ
か
い
な
気
分
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
「にくむべし」と日記にしるしている。
柴川はプリマスを去るにあたり、オーウェン陸耶大佐と同人の家族らと会い、別れをつげた。午前十時ごろ、一同
プ
リ
マ
ス
の
ホ
テ
ル
を
出
る
と
、
駅
に
む
か
い
、
そ
こ
で
し
ば
ら
く
汽
車
を
待
ち
、
十
一
時
十
五
分
発
の
グ
レ
ー
ト
・
ウ
エ
ス
タ
ー
ン
鉄
道
の
汽
車
で
ロ
ン
ド
ン
へ
の
帰
途
に
つ
い
た
。
ロ
ン
ド
ン
の
パ
デ
ィ
ン
グ
ト
ン
駅
に
着
い
た
の
は
、
夜
七
時
す
ぎ
の
こ
と
で
、
直
ち
に
馬
車
で
ラ
ン
ガ
ム
・
ホ
テ
ル
に
む
か
い
、
ふ
た
た
び
そ
こ
に
入
っ
た
。
柴
田
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
建
物
は
、
先
年
、
竹
内
使
節
団
の
随
員
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
来
た
と
き
、
見
学
し
た
と
こ
ろ
で
あ
れ翌た
」＿ｒロ｡
翌日、柴田は富田と塩田をともない、プライン少佐の案内で「ウェストミンスター寺院」と「国会議事堂」をおと
日
本
使
節
の
イ
ギ
リ
ス
滞
在
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
と
な
っ
た
の
で
、
今
晩
か
ら
当
ホ
テ
ル
に
泊
り
た
い
、
と
プ
ラ
イ
ン
少
佐
が
い
っ
た
。
また視察旅行ちゅうに、故国から御川状や御沙汰書、さらに外国人との往復書簡、外交交渉の対話記などが届いて
た
○
6７
十
二
月
二
十
九
円
の
晩
、
柴
田
閣
下
は
ラ
ン
ガ
ム
・
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
大
勢
の
陸
梅
耶
の
士
官
や
使
節
一
行
が
お
と
ず
れ
た
諸
施
設
と
関
係
が
あ
る
紳
士
ら
の
た
め
に
宴
会
を
伽
し
た
。
日
本
人
の
い
ん
ぎ
ん
さ
は
つ
と
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
Ⅲ
珈
官
は
、
ひ
じ
ょ
う
に
う
や
う
や
し
い
態
度
で
、
米
客
を
ひ
じ
ょ
う
に
温
か
く
、
親
切
に
迎
え
た
。
そ
の
冊
、
プ
ラ
イ
ン
少
佐
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
。
晩
さ
ん
は
申
し
分
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
宴
が
夜
お
そ
く
お
ひ
ら
き
と
な
っ
た
と
き
、
癖
を
呼
ん
だ
側
も
呼
ば
れ
た
ほ
う
も
、
互
い
に
満
足
げ
な
よ
う
す
だ
っ
た
。
国
会
議
事
堂
で
は
、
上
院
と
下
院
の
そ
れ
ぞ
れ
の
議
場
、
お
よ
び
各
部
屋
、
女
王
出
席
の
間
、
食
堂
、
図
書
室
な
ど
を
一
見
し
、
午
後
四
時
す
ぎ
い
っ
た
ん
ホ
テ
ル
に
も
ど
っ
た
。
そ
の
後
、
柴
田
は
水
品
と
福
地
を
連
れ
て
ふ
た
た
び
外
出
す
る
と
、
外
務
省
を
お
と
ず
れ
、
外
務
次
官
エ
ド
モ
ン
ド
・
ハ
モ
ン
ド
と
会
い
、
諸
所
を
見
学
で
き
た
礼
を
の
べ
、
御
川
状
に
大
い
す
る
返
書
を
も
と
め
た
り
し
た
。
同
夜
、
ロ
ン
ド
ン
や
ポ
ー
ッ
マ
ス
や
プ
リ
マ
ス
に
お
け
る
各
施
設
を
視
察
し
た
際
に
世
話
に
な
っ
た
、
主
だ
っ
た
者
を
招
待
し
て
の
晩
さ
ん
会
が
催
さ
れ
、
二
十
七
名
が
出
席
し
た
。
宴
は
夜
十
一
時
ご
ろ
お
わ
り
、
散
会
し
た
。
柴
川
が
主
催
し
た
こ
の
夜
の
宴
会
に
つ
い
て
、
『
ザ
・
ロ
ン
ド
ン
。
ア
ン
ド
・
チ
ャ
イ
ナ
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
』
紙
（
一
八
六
六
・
一
・
一○付）は、つぎのような記事をかかげている。
め
に
オ
ル
ガ
ン
が
波
奏
さ
れ
た
。
り
、
こ
れ
が
二
度
目
の
訪
問
で
あ
る
。
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
寺
院
で
は
、
王
室
の
ひ
と
び
と
や
政
治
家
や
芸
術
家
の
墓
碑
や
記
念
碑
な
ど
を
見
て
ま
わ
っ
た
が
、
一
行
の
た
三
十
五
名
が
テ
ー
ブ
ル
に
つ
き
、
そ
の
巾
に
は
つ
ぎ
の
顔
ぶ
れ
が
あ
っ
た
。
将軍Ｊ・パーゴイン郷、ロンドン塔の管理長官でパース大勲位授与者であるパート、チェルシー病院の医学士で陸軍大佐である
（大意）
6８
イギリスにおける柴１１１日lnl守
ず土ガ
ー」へハ。｡』Ｉこれ
は
ロ
ン
ド
ン
最
大
の
刑
務
所
で
あ
り
、
テ
ー
ム
ズ
川
畔
の
湿
地
帯
七
エ
ー
カ
の
地
に
つ
く
ら
れ
た
星
形
の
三
階
処
の
建
物
で
あ
る
。
男
女
千
二
百
名
ほ
ど
の
囚
人
を
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
な
お
、
招
待
さ
れ
は
し
た
が
、
出
席
で
き
な
か
っ
た
者
は
、
つ
ぎ
の
面
々
で
あ
る
。
イングランド銀行の副総戚で、パース大勲位授与者で将軍の八・ウッドフォード卿、「タイムズ』紙のサイモンズ、プーラー中将、
提
督
の
マ
イ
ヶ
ル
・
セ
イ
モ
ー
郷
、
大
佐
の
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
ゴ
ー
ド
ン
卿
な
ど
。
マ
マ
柴川Ⅱ向守閣下と主席秘瞥官のミズシマは、一八六一一年にわが国をおとずれた一行のなかにいた》」とは、案外知られていないよ
ｊ・ウィルソン卿、ウリッジ造船所の所長であるダンロップ准将、造幣局の所長、ホィンパー大佐（ロンドン塔）、陸海軍孤児院の
フ
イ
ヴ
丁
ン
所長であるアダムズ大佐、イギリス獅耶に所属する飛竜号の医学士であるバーゴィン大尉、Ｇ・ロッリー大尉（副官）、日本公使
館付書記官のシドーーー・ロコック氏、海軍省長官のプリッグズ氏、イングランド銀行の総裁ホーレイ氏、メトロポリタン鉄道の総
支
配
人
で
あ
る
マ
ィ
ル
ズ
・
フ
ェ
ン
ト
ン
、
「
ロ
ン
ド
ン
。
ア
ン
ド
・
チ
ャ
イ
ナ
・
テ
レ
グ
ラ
フ
」
紙
の
ラ
イ
ト
氏
、
ロ
ン
ド
ン
・
ド
ッ
ク
の
長
有
パ
イ
ス
か
れ
ら
は
そ
の
年
の
刀
国
博
覧
会
の
す
ば
ら
し
さ
の
こ
と
を
鮮
明
に
お
ぼ
え
て
い
る
。
け
れ
ど
今
回
の
イ
ギ
リ
ス
訪
問
を
ひ
Ｃ
よ
う
に
興
味
ぶ
か
く
、
か
つ
有
益
な
も
の
と
す
る
、
数
多
く
の
珍
し
い
も
の
や
進
歩
の
証
拠
を
い
く
つ
も
見
い
だ
し
た
、
と
語
っ
て
い
る
。
氏などである。
うだ。午
後
十
三
日
（
一
二
・
三
○
）
、
ポ
ー
ッ
マ
ス
の
造
船
所
を
お
と
ず
れ
た
と
き
に
案
内
し
て
く
れ
た
副
官
ケ
ッ
ク
ニ
ー
は
、
前
夜
か
ら
ラ
ン
ム・ホテルに宿泊していたのだが、この日の朝、柴田とおなじテーブルにつき、プライン少佐とともに朝食をとつ
れた。
時半すぎ、柴川は端川をともない、プライン少佐とケックーーーの案内で「ミルパンク刑務所」を見学におと
6９
日
暇
日
に
は
、
肉
は
あ
た
え
ら
れ
ず
、
代
わ
っ
て
チ
ー
ズ
が
く
ば
ら
れ
た
。
刑
務
所
見
学
の
あ
と
、
一
行
は
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
の
刀
剣
工
場
」
を
お
と
ず
れ
た
。
こ
れ
は
政
府
抑
川
述
の
小
さ
な
工
場
で
あ
っ
た
ようで、サーベルの強度から刃味まで調べ、出荷していた。四時すぎ、一同はホテルにもどった。
先
年
幕
府
の
遣
欧
使
節
団
（
竹
内
下
野
守
一
行
）
を
江
戸
か
ら
ス
エ
ズ
ま
で
運
ん
だ
英
艦
「
オ
ー
デ
ィ
ン
」
号
の
軍
医
が
ホ
テ
ル
に
や
っ
てきて、柴田と再会した。両人はビールを飲みながら歓談して別れた。
刑
務
所
の
外
観
は
、
砥
ど
が
備
え
ら
れ
て
い
た
。
’八二一年に建吟
校」が建てられた。
う
の
で
あ
る
。
刑
務
所
で
あ
る
た
め
建
物
は
堅
牢
に
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
囚
人
は
男
女
く
つ
に
わ
け
ら
れ
、
ひ
と
り
づ
つ
独
房
に
入
れ
ら
れ
る
。
そ
し
は
た
て
非
の
軽
諏
に
よ
り
、
土
木
工
那
に
駆
り
だ
さ
れ
た
り
、
靴
や
カ
バ
ン
を
つ
く
っ
た
り
、
機
を
織
っ
た
り
、
縫
物
な
ど
の
労
働
に
し
た
が
囚
人
は
好
日
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
食
物
の
配
給
を
う
け
た
。
１ｊ・
…
…
…
：
…
…
四
オ
ン
ス
じ
ゃ
が
い
も
…
…
一
ポ
ン
ド
パ
ン
…
…
…
…
…
二
○
オ
ン
ス
年
に
建
物
は
完
成
し
、
一
八
九
○
年
に
閉
鎖
さ
れ
、
一
九
○
三
年
に
取
り
こ
わ
さ
れ
た
。
そ
の
跡
地
に
「
王
立
陸
軍
軍
医
学
冷
た
く
、
重
苦
し
い
印
象
を
あ
た
え
た
よ
う
だ
が
、
屋
内
に
は
調
理
場
・
浴
室
・
洗
た
く
場
・
病
院
・
遊
歩
場
な
7０
イギリスにおける柴 可守
十
一
月
十
狐
日
（
一
八
六
六
・
一
・
一
）
、
年
が
あ
ら
たまって洋鵬の元旦である。
柴
田
は
小
使
の
シ
ャ
ル
ル
か
ら
、
年
賀
と
し
て
革
製
の
サ
イ
フ
を
贈
ら
れ
た
。
午
前
九
時
水
品
と
塩
田
を
翻
守
番
と
し
、
の
こ
り
の
随
員
を
し
た
が
え
た
柴
川
は
、
プ
ラ
イ
ン
少
佐
の
案
内
で
イ
プ
ス
ウ
ィ
ッ
チ
に
お
も
む
く
た
め
に
、
馬
車
で
リ
バ
プ
ー
ル
駅
に
む
か
っ
た
。
駅
で
し
ば
ら
く
汽
車
を
待
っ
た
の
ち
、
十
時
発
の
汽
車
で
イ
プ
ス
ウ
ィ
ッ
チ
に
お
も
む
い
た
。
イ
プ
ス
ウ
ィ
ッ
チ
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
東
北
束
一
一
一
キ
ロ
に
位
置
す
る
、
人
、
三
刀
肛
千
ほ
ど
の
町
で
あ
る
。
こ
こ
に
あ
る
「
ラ
ン
サ
ム
。
ア
ン
ド
・
シ
ム
ズ
農
機
具
工
場
」
を
見学するのが、大きな目的であった。
一
行
を
の
せ
た
汽
車
は
、
平
坦
な
麦
畑
を
走
る
こ
と
約
二
時
Ⅲ
、
お
昼
ご
ろ
目
的
地
に
背
い
た
。
駅
舎
で
一
行
は
、
ラ
ン
サ
ム
。
ア
ン
ド
・
シ
ム
ズ
社
の
社
員
に
Ⅲ
迎
え
ら
れ
、
直
ち
に
賜
車
に
の
る
と
、
会
社
に
む
か
っ
た
。
こ
の
会
祉
は
二
七
八
几
年
の
作
ｌ
パ
リ
の
パ
ス
テ
ィ
ー
ュ
の
氷
献
が
此
衆
に
（
樋
さ
れ
る
数
か
Ⅱ
前
に
Ｉ
、
ロ
バ
ー
ｌ
ラ
ン
サ
ム
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
小
さ
な
鉄
工
場
を
母
体
と
し
て
発
展
し
、
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。
当
時
は
農
機
具
の
ほ
か
に
、
鉄
道
川
の
蹄
Ⅵ
や
転
倣
機
、
ボ
ル
ト
、
カ
ン
ヌ
キ
な
ど
も
つ
く
っ
て
い
た
。
柴
川
が
こ
の
町
を
お
と
ず
れ
る
気
に
な
っ
た
の
は
、
十
一
月
四
日
に
旅
橘
の
ほ
う
ま
で
わ
ざ
わ
ざ
社
長
が
や
っ
て
き
て
、
ぜ
ひ
工
場
を
見
て
ほ
し
い
、
と
い
っ
た
か
ら
十
四
日
（
一
二
・
三
一
）
、
こ
の
日
は
洋
鵬
の
大
町
日
に
あ
た
る
。
御
の
よ
う
す
は
、
な
ん
ら
ふ
だ
ん
と
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
一
般
の
イ
ギ
リ
ス
人
の
家
庭
で
は
、
家
族
ま
た
は
近
親
者
が
あ
つ
ま
っ
て
酒
を
飲
み
、
語
り
あ
う
だ
け
で
あ
る
。
繍
川
と
小
柁
は
、
散
歩
に
で
か
け
た
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
外
務
行
か
ら
、
一
月
三
日
の
午
後
に
来
訪
あ
り
た
い
、
と
の
謝
簡
が
Ⅲ
い
て
い
た。
＊
７１
ロ
ン
ド
ン
の
旅
宿
に
も
ど
っ
た
の
は
、
夜
七
時
半
ご
ろ
の
こ
と
で
あ
る
。
翌
日
、
午
前
十
一
時
柴
川
は
、
小
使
い
の
休
左
衛
門
と
平
七
を
の
こ
し
、
ほ
か
一
同
を
と
も
な
い
、
プ
ラ
イ
ン
少
佐
の
案
内
で
リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
街
に
あ
る
ハ
ー
パ
ー
ト
・
ワ
ト
キ
ン
ス
氏
の
写
真
館
に
で
か
け
、
め
い
め
い
肖
像
写
真
を
と
っ
た
。
サ
ウ
ス
そのあと「南ケンジントン博物館」と「園芸協会」にむかい、そ》」で陶器や油絵、船の模醐、ガラス器、草花など
を
見
学
し
、
午
後
四
時
ご
ろ
、
ホ
テ
ル
に
も
ど
っ
た
。
五時半すぎ、ふたたびプライン少佐の案内で外出すると、「剣法道場」を一見したという。これは「ロンドン・フェ
した。 工場
の
規
模
は
大
き
く
、
オ
ウ
ェ
ル
川
の
河
畔
に
あ
っ
た
。
柴
川
に
よ
る
と
、
官
営
の
工
場
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
。
一
行
は
製
鉄
う
れ
ず
＆
所
や
鋳
造
所
、
鋳
型
を
つ
く
っ
て
い
る
所
な
ど
を
見
て
ま
わ
っ
て
か
ら
、
各
穰
の
腱
機
具
（
（
写
寶
蓼
“
）
ｌ
畝
を
つ
く
る
器
械
（
鋤
）
、
じ
ゃ
が
い
も
を
掘
る
器
械
、
わ
ら
を
寸
断
す
る
器
械
、
麦
や
豆
な
ど
を
枌
砕
す
る
器
械
（
脱
殻
機
）
な
ど
を
見
学
し
た
。
こ
れ
ら
の
農
共
は
、
す
べ
て
蒸
気
を
川
い
ず
、
手
で
う
ご
か
す
も
の
で
あ
っ
た
。
見
学
を
お
え
た
一
行
は
、
広
大
な
庭
園
に
取
り
か
こ
ま
れ
た
社
長
の
家
に
案
内
さ
れ
、
家
族
一
同
か
ら
昼
食
の
も
て
な
し
を
受
け
た
。
ついで一行がおとずれたのは、「パテント・コンクリート・ストーン会社」である。
も
つ
これは「人為を以て石を造り出せる製工所」（「仏英行」）ということだから、コンクリート工場の》」とであろう。
ふ
つ
う
の
土
砂
に
薬
種
を
調
合
し
た
も
の
（
セ
メ
ン
ト
？
）
に
水
を
く
わ
え
る
と
、
た
ち
ま
ち
随
意
の
石
が
で
き
あ
が
る
の
を
見
て
、
柴
旧
ら
は
き
も
を
つ
ぶ
し
た
。
である。
一
行
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
製
法
を
し
る
し
た
本
を
順
ら
れ
た
の
ち
、
駅
に
む
か
い
、
午
後
四
時
の
汽
車
で
イ
プ
ス
ワ
ィ
ッ
チ
を
あ
と
に
7２
イギリスにおける柴 守
クトリァ駅にむかった。
ま
た
タ
イ
ム
ズ
紙
社
の
社
主
に
は
、
約
束
ど
お
り
和
紙
を
、
イ
プ
ス
ウ
ィ
ッ
チ
の
膿
機
具
工
場
の
社
長
に
は
肖
像
写
真
を
そ
れ
ぞ
れ
あ
た
え
る
こ
と
に
し
、
プ
ラ
イ
ン
少
佐
を
通
じ
て
鵬
る
こ
と
に
し
た
。
パ
リ
に
い
る
ヴ
ェ
ル
ー
ー
ー
か
ら
、
臨
川
宛
の
手
紙
が
き
て
お
り
、
そ
れ
に
は
冊
国
の
さ
い
の
郵
船
の
へ
や
わ
り
の
こ
と
、
術
は
グ
ラ
ン
ト
テ
ル
と
し
、
へ
や
を
予
約
し
た
こ
と
な
ど
が
沸
か
れ
て
い
た
。
ン
シ
ン
グ
・
ク
ラ
ブ
」
を
訪
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
見
物
を
お
え
た
一
行
は
、
夜
七
時
ご
ろ
ホ
テ
ル
に
も
ど
っ
た
。
同
夜
、
席
川
と
柵
地
、
小
花
と
堀
川
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ふ
た
り
一
組
と
な
っ
て
散
歩
に
出
か
け
た
。
南
川
と
禰
地
は
、
ど
う
も
街
蝸
に
市
を
か
け
ら
れ
、
私
娼
鮒
に
足
を
ふ
み
入
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
こ
う
柴川は日記に、「達一一一は源一の私交事件に附添へるなり」としるしているからである。
十
七
日
（
一
・
三
）
、
小
花
と
塩
川
は
、
為
勝
の
件
で
銀
行
に
行
っ
た
。
午
後
二
時
半
、
柴
川
は
水
品
と
塩
川
を
と
も
な
い
外
務
宵
に
外
川
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
を
た
ず
ね
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
世
話
に
た
い
す
る
礼
を
の
べ
、
か
つ
い
と
ま
ご
い
を
告
げ
た
。
ま
た
返
書
を
い
た
だ
き
た
い
、
と
述
べ
る
と
、
す
で
に
日
本
に
発
送
ず
み
だ
と
い
っ
た
。
そ
れ
で
は
そ
の
写
し
を
拝
見
し
た
い
、
と
い
う
と
、
す
ぐ
に
は
川
意
が
で
き
な
い
の
で
、
い
ず
れ
パ
リ
の
ほ
う
に
郵
送
す
る
つ
も
り
で
あ
る
、
と
の
Ⅲ
答
を
え
た
。
つ
い
で
ハ
モ
ン
ド
次
官
に
も
伽
会
し
た
。
ホ
テ
ル
に
も
ど
っ
て
か
ら
、
柴
田
は
ブ
ラ
イ
ン
少
佐
に
現
金
で
応
分
の
謝
礼
を
し
、
イ
ギ
リ
ス
ま
で
付
い
て
き
て
く
れ
た
シ
ャ
ル
ル
に
は一両小判をあたえた。
腿
応
元
年
十
一
Ⅱ
十
八
日
（
一
八
六
六
・
一
・
四
）
、
午
後
七
時
前
、
柴
Ⅲ
一
行
は
ラ
ン
ガ
ム
・
ホ
テ
ル
を
引
き
払
い
、
賜
巾
で
ヴ
ィ
7３
農曰意ト・員・再§＆○註目国営⑤②切戴（ぐ・」・ぐ戸ｌｚｏ・］の①．Ｆ・日。Ｐ日ロ①⑪ロミ・□のｐｐｑ」の３）・柴Ⅲ一行が日本
人係のブライン少佐の世話をうけ、ロンドンおよびポーッマスなど、各所を訪れたことを伝える記事。
船
中
で
は
、
た
ま
た
ま
パ
リ
の
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
へ
出
張
す
る
、
ロ
コ
ッ
ク
書
記
官
と
会
っ
た
。
同
人
は
、
ブ
ラ
イ
ン
少
佐
か
ら
、
日
本
人
一
行
の
世
話
を
た
の
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
日
、
イ
ギ
リ
ス
海
峡
は
、
荒
れ
も
よ
う
で
あ
っ
た
。
風
浪
が
商
く
、
航
海
が
お
も
い
や
ら
れ
た
。
安
の
じ
よ
う
、
出
帆
し
、
沖
に
で
る
と
、
船
は
は
げ
し
く
ゆ
れ
だ
し
た
。
二
時
間
以
上
も
、
よ
た
よ
た
と
激
し
く
荒
れ
狂
う
海
を
す
す
み
、
お
昼
す
ぎ
、
よ
う
や
く
カ
レ
ー
の
港
に
着
い
た
。
そ
の
こ
ろ
に
は
、
よ
う
や
く
風
が
、
お
さ
ま
っ
て
い
た
。
一
同
、
船
に
ゆ
ら
れ
ぱ
な
し
で
あ
っ
た
か
ら
、
疲
労
こ
ん
ぱ
い
し
て
お
り
、
暖
か
な
茶
を
の
む
気
力
も
な
く
、
す
ぐ
に
パ
リ
行
の
汽
車
に
の
っ
た
。
パリの北駅に着いたのは夕刻の六時すぎのことである。駅ではヴェルーーーが馬車をⅢ怠し、一行を出迎えた。……
汽車で、
乗った。
駅
に
は
小
使
い
シ
ャ
ル
ル
の
す
が
た
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
同
人
は
駅
を
ま
ち
が
え
、
荷
物
と
と
も
に
別
な
駅
に
お
も
む
い
た
よ
う
だ
っ
た
。
行
き
ち
が
い
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
シ
ャ
ル
ル
の
こ
と
は
、
案
内
係
の
ブ
ラ
イ
ン
少
佐
に
た
の
み
、
｜
同
、
七
時
半
発
の
ロ
ン
ド
ン
・
チ
ャ
ッ
ト
ナ
ム
・
ド
ー
ヴ
ァ
鉄
道
の
汽
車
で
、
ド
ー
ヴ
ァ
に
む
か
っ
た
。
九
時
す
ぎ
ド
ー
ヴ
ァ
に
着
き
、
こ
こ
で
ブ
ラ
イ
ン
少
佐
に
い
と
ま
ご
い
を
告
げ
、
直
ち
に
蒸
気
船
に
〔
資
料
二
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ｔｕｒｎｉｎｇｔｏＦｒａｎｃｅ－ｐ・’０５９．
渥規ｅ重重埋鳰禅一。
潔画謹圏Ｈ域蛍ＳＭＷ八ｓ望鴇′蟹臣｜(ご山口八二八ｓ那癌呈諜迺一)神J｣ＪＷ型'聞蝿寵涛。
ＴＨＥＪＡＰＡＮＥＳＥＶＩＳＩＴＯＲＳ
ＭＡＪｏＲＢＲＩＮＥ,RoyalEnginee滝,ｈａｓｂｅｅｎａｐｐｏＭｅｄｂｙｔｈｅＥａｒｌｏｆＣｌａｒｅndontotakechargeoftheJapa‐
neseparty（ten)，reportedinourlastashavingarrivedfromFranceAmongstothernoveltiesinthis
country，theyhavevisitedtheWoolwichDockyard・L1oyds，theRoyalExchange，ｔｈｅＭｉｎｔ，ｔｈｅＴｏｗｃｒ，
TheTimesoffice，Blakelyordnancefactory，theLondonDocks，RoyalHospitalChelsea，andtheBank
ofEngland・Ｏｎｔｈｅ２１sttheystartcdforaninspectionofthedockyards，＆c,，atPortsmouthandPly‐
mouth・ＴｈｅｙｗｉｌｌｇｉｖｅａｂａｎｑｕｅｔａｔｔｈｅＬａｎｇｈaｍＨｏｔｅｌｏｎｔｈｅ２９ｔｈ
ＬｌＰ
ｑ
■帛
巨醗坤壺鵯二Ｋ「一等や
⑤』
『すのｂｍＨｑ８。】ロ乱⑩８の三日日田○口曲目○六口『昌・目】の｛８日日】の⑪】○コの『・ロロＱｍＢ【Ｐｍｎ８日日日のＱｄ望三口）。『
、１コの．”⑥Ｐ口ゴロ○回ロ［日ロ三口の。。．”・Ｚ．．⑪ロロ○コ牙の》『閂『】ぐ巴日〔。①ヨロロ貝い、【ｏ１の⑪［。のぐ四コ○口⑪口駒ｄｏロ一目「四一
○つの【口は。。⑪○命〔す【口のゴー。、。、ユゴロ］ロい・ロ］○口、ゴー。、。②ゴロ】『臥的口［】。崎ワ『の（○口【ゴーｃｏ２の『二三の「の⑦〆ロ）ｏ〕［の口陣ｐＱの×ロ一画一コのＱ
（。（ロのＨロ》、○ぐの『回］四コ四一」【ゴロ◎す］ロの⑫いつの９口一一『ロロロロ（のＱ芹。【すの□『。。口、の。〔（すのロ、⑪（四口・」■□い□｛どの『の口］⑪。
ぐ『の弓○句冨司］シで受、闇○○三菖ののＳＺ男、司○弓の冒呂・’○．岳の］⑫（ご印（・〔。①の〆（のロのゴのｐｍ１ｏＥ一目『口］】ヨローの‐
ヨの。バヨ○門丙⑪Ｃ｛夛昌の⑪の日・幻回。⑫○ヨの⑫ロゴいの『ロ】⑪。②（旨ロ⑩ゴ】Ｏロゴの『のく厨〕【のＱすご［すの⑰⑪Ｑ一の〔ごｍ日いすのＱ］ロロロゴの⑫の、の口‐
【］の日①ロ・勇う○四【の。◎ヨヨー⑫⑪一○コＣロワ豈戸ゴの一「○○ぐの『ロロ】のロ庁【。ごいロ⑦、（【ロのロユコ９℃四一旨Ｑこい芹『厨一のの日ワーー⑩ロ日のロ（⑪
】ロ（ず】の○○口ロ［『く・口ゴロ［。『○つｏ「〔こつｏロパロのぐロゴ○口の穴》ロＱ⑪。｛Ｈゴ⑪。可〕。のＨ『ロ】○ｍ（⑪口一（Ｐケ］の｛○円〕口【『ｏＱＰｏ画○コ－．斤。
【す⑱ＱｏＢ一日○コの。命（ロの日『○○○コ。
．．『琴のト○ヨ且。ヨロ司口○奇計ロ
ロ
ン
ド
ン
の
東
北
束
一
一
一
」
見
学
し
た
こ
と
を
伝
え
る
記
事
。
イ
ギ
リ
ス
を
訪
れ
た
、
的
、
位
雌回したとある。
〔
溢
料
二
〕
〔》否『ゴロ、耳、「⑤いい。。（］ロロ・］。ご］、の①）・
二
キ
ロ
に
位
慨
す
る
イ
プ
ス
ウ
ィ
ッ
チ
の
町
を
訪
れ
、
各秘の腿器具を見たときの様子などについてふれている。
「
ラ
ン
サ
ム
。
ア
ン
ド
・
シ
ム
ズ
腱
機
具
工
吻
」
を
け
ん
と／、に一行は耕作川の溌引車に
7６
イギリスにおける柴ｌＨ[11;Ｉ守
シロのヨゴロ。［】○コの口四コ⑩。。。ヨワヨごｍ〔ずの日○の［『の○の口【一日ロ『ｏぐのョのロ厨〔○『口いユｏｐ－Ｂ３］ロロ『ロ。⑪の②。ゴロ⑪【。①のロワ’
）のｇｏ｛日凹『穴①Ｑｇ（の貝一○コ．シ〔（の『Ｂ画ロ、一口。◎す呉昏の『の②丘の。Ｓ○命岳の⑪のゴ］。『ロロｎ日目富『・可・Ｐ幻目⑩ＯＢの．
〔ず。ｂ、ユ冤三の『のｎｏゴロロｏ【①□一○〔ロの勺口斤の。（の［○コ⑦ご『。『六⑫マミコの【の【すの］ヨの『の国］Ｐｏｐの⑪〔。。｝のすのＱ【。⑪①の⑪口ゴロ
［『ロロ⑫ざ『日のロヨ（○百ａ⑭【○コのご凹冒ミョヨ日のの・ワ昌冨『・句「８の１．穴刀自⑫ＯＢの．⑪ヨいのロ】○口の□『。Ｂ⑪ｍ・弓。の『の〆，
ｂ『⑮の⑭のＱ〔ずの『ゴ⑫の］くの⑭口②。］ぬゴ一望⑪ローい｛一のロニミー［。⑧一一［ロの『のロヨヨーコ旨已⑪｝ご局ロ。
⑪。○三三口・ロゴＱの－－９戸のＱｐｐ【ゴの『。ｐ⑫。。【ロロ】のロ〔の。三二コ】、す□厨で一口『のＱ［す回〔穴の⑦ロロゴローコ【の］］」ぬのロ（○ケいの『ぐ四【》○コ［Ｃ『
デミゴー。。［すの］ロロロコの⑪の口「の⑪○一二の一一六コ○一ごづ。
，ご局ト・員・斡目ＱＱ風目圃９局いい３（］口Ｐ］Ｐ］、の①）・
柴田一行がイギリス到着後、娯楽や観光に時を費やすことなく、もっぱらじっさい役に立つ諸施設および興味をひ
く場所をおとずれたことを伝える記事。
と
く
に
イ
ギ
リ
ス
滞
在
ち
ゅ
う
の
訪
問
地
の
概
略
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
○口”］』勺シヱロの向く】四『○飼い
国自のロメ。Ｃ一一のゴ○望の嵐ワｇ口頭一○コ、四コ。【ロヨーロコ。⑫巳（⑮一の［（Ｐ。。□。。［。『宅ロユ②。。。芹ゴの李岳ごぃ（・ごご（の。Ｂロ曲
〔
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〕
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tomakeashortstayinFrance,andleaveMarseillesfOrJapanbytheMessagerieslmperialessteamer
ｏｎｔｈｅｌ９ｔｈｉｎｓｔａｎｔ・Duringastayofbarelythreewecksinthiscountrytheyhavevisitedunderthe
ableguidanceofMajorBrine，agreatnumbcrofnationa］institutionsandotherplacesofinterest，ａｓ
ｗｉｌｌｂｅｓｅｅｎｂｙｔｈｅｆＯｌｌｏｗｉｎｇｏｕｔｌｉｎｅｔheiritinerary．
⑭｛
Ｉｔｉｓｗｏｒｔｈｙｏｆｒｅｍａｒｋｔｈａｔｔｈｅｙｈａvewastednotimeinpleasure-seeking，ormeresight-seeing：
theirinvestigationshavingbeenstrictlyconfmedtoobjectsofausefulandthoroughlypracticalna‐
ture・Onthel8thDecembertheyinspectedWoolwichDockyard・examinedHerMajesty，ｓｓｈｉｐｓＰ７ｆ"ｃｅＡＪ‐
脇randBZCzc允助gfc，ａｎｄｖｉｓｉｔｅｄｔｈｅＡｒｍｙａｎｄＮａｖｙＣ１ｕｂ・Ｏｎｔｈｅｌ９ｔｈＴ/ｚｅＴｉ?？z曲office，theBank
ofEngland，ａｎｄｔｈｅＭｉｎｔｗｅｒｅｖｉｓｉｔｃｄＯｎｔｈｅ２０ｔｈ，theBlakelyOrdnanceWorks，theRoyalExchange，
theTower，andtheLondonDocks，Ｏｎｔｈｅ２１ｓｔ、ChelseaHospital、theNavalandMilitaryAsylum，and
theMetropolitanRailway・Ｏｎｔｈｅ２２ｎｄｔｈｅｙｐｒｏｃｅｅｄｅｄｔｏＰｏｒｔｓｍouthbytheSouth-WesternRailway，
ａｒｌｄｗｅｎｔｏｎｂｏａｒｄｔｈｅ虎｡ｙａＺＡ晩惣ｃＺｔｈｅｓａｍｅｄａｙ・Onthe23rdPortsmouthDockyardwasinspected，
asalsotheiron-cladsMH7zo蛭璽γａｎｄＳｃｃｱｮPi07z，Onthe23rdHilseaBarracks，FortSouthwick，ａｎｄ
ＧｏｓｐｏｒｔｗｅｒｅｖｉｓｉｔｅｄＯｎｔｈｅ２６ｔｈtheyprocecdedbyrailwaytoP1ymouth，andthefO11owingdayvis‐
itedDevonporLtheRaglanBarl･acks，PlymouthBreakwater，andtheAIbertBridgeatSaltash；alsothe
dockyardsatDcvonportandKeyhamOnthe28ththepartyreturnedbytheGreatWcsternRailway
toPaddingtonterminus，andresumedtheirfOrmerquartersatthcLanghamHotel．
Onthe29ththeywenttoWestminste「AbbeyandtheHousesofParliament，andthefollowingday
toMillbankPcnitentiaryandWilliamsonsswordfactory、ＯｎｔｈｅｌｓｔｏｆＪａｎｕａｒｙｔｈｅｙｓｔａｒｔｅｄｆor
lpswich，andtherevisitedMessrs、ＲａｎｓｏｍｅａｎｄＳｉｍｓ，manufactoryofagriculturalimplements，ａｎｄｔｈｃ
ｗｏｒｋｓｏｆｔｈePatentConcreteStoneCompany・Ｏｎｔｈｃ２ｎｄｔｈｅｙｖｉｓｉｔｅｄＭｒ、HerbertWatkins，photogra．
pher，ofRegent-street,andafterwardswenttotheSouthKensingtonMuseumandtheHorticulturａｌｓｏ‐
ciety,sgrounds，alsotoLondonFencingClub・Ａｎｄｏｎｔｈｅ３ｒｄ，thedayprecedingtheirdeparture，his
ExcellencytheCommissionerhadafarewellinterviewwithLordClarendonattheForeign-office．
Ｏｎｔｈｅｅｖｅｎｉｎｇｏｆｔｈｅ２９ｔｈＤｅｃｅｍｂｅｒｈｉｓＥｘｃｅｌｌｅｎｃｙｇａｖｃａｂａｎｑｕｅｔａｔｔｈｅLanghamHoteltoa
largepartyofnavalandmilitaryofficers，andgentlemenconnectedwiththevariousinstitutionsvis‐
itedbytheparty・ＴｈｅCommissioner，ｗｈｏpossessesinaneminentdegreethatcourtlybearingfor
whichhiscountrymenarenoted，receivedtheguestsinamosthospitableandkindlymanner，ｉｎ
whichhewasaidedbyColonelBrine・Thedinnerwasunexceptionable，ａｎｄｗｈｅｎｔｈｅｐａｒｔｙｂＴｏｋｅｕｐ
ａｔａｌａｔｅｈｏｕｒｉｔｗａｓｅｖｉｄｅｎｔｔｈａｔｔｈｅｅｎｔｅｒtainersandtheirguestesweremutuallypleascdwitheach
other、Thirty-fivepersoｎｓｓａｔｄｏｗｎｔｏｄｉｎｎｅｒ，amongwhomwerethefollowing：－GeneralSirj
BurgoyneBart,ＧＣＢ，ConstableoftheTower；ColonelSirJ・Wilson，Ｃ､Ｂ､，ChelseaHospital；General
Hutt，ＣＢ・Secretary，ChelseaHospital；CommodoreDunlop，SuperintendentofWoolwichDockya「｡；ｔｈｅ
や一（」三一一一諜噸（｜尋ｕ一Ｋ「一等や
②ト
MasteroftheMint;ColonelWhirnper（TowerofLondon)；ColonelAdams，SecretaryoftheNavaland
MilitaryAsylum;CaptainBurgoyne.Ｃ､Ｂ､,Ｈ・Ｍ・Ｓ,ＷｉＷｅｍ；CaptaintheHon、GWrottesley．Ａ、.Ｃ；Ｍｒ・
SydneyLocock，SecrCtaryoftheJapanLegation;MrBriggs，SecretarytotheAdmiralty；Ｍｒ・Horley，Secre‐
tary，BankofEngland；Ｍｒ・MylesFentonGeneralManageroftheMetropolitanRaliway；Ｍｒ・Wright，ｏｆ
ｔｈｅＬｏ加｡〃α、Ｃﾉif刀aTeJCg7zZP/z；Ｍｒ,Paice，SuperintendentoftheLondonDocks、Amongthoseinvited,
whoseengagamentspreventedtheirpresence,were-Gen・SirAWoodfOrd,ＧＣ.Ｂ､,ｔｈｅＧｏｖｅｍｏｒａｎｄＤｅｐ‐
uty-GovemoroftheBankofEngland；Ｍr・Simonds，ｏｆＴ/ｚｅＴｆ抗es；LieuLGeneralBuller，ＡｄｍｉｒａｌＳｉｒＭｉ‐
chaelSeymour，ａｎｄＣｏｌｏｎｅｌＳｉＴＷｍ・Gordon．
Ｃ酉
Ｉｔｉｓｎｏｔｇｅｎｅｒａｌ１ｙｋｎｏｗｎ，ｗｅbelieve，ｔｈａｔＨ･EShibataIIionganoKami,andMidzousima,thechiefscc‐
rctary，wereamongthepartywhovisitedthiｓｃｏｕｎｔｒｙｉｎｌ８６２Ｔｈｅｙｈａｖｅａｖｉｖｉｄｒｅcollectionofthe
splendoursofthelnternationalExhibitionofthatyear，ｂｕｔｓｔａｔｃｔｈａｔｔｈｅｙｈａｖｅｆＯｕｎｄｓｏｍａｎｖｎｏｖｅｌ．
tiesandevidencesofprogressastorendeTtheirpresentvisitmostinterestingandinstructive．
〔
短
喜
=
〕
ＷｚｅＴＹ７?２Ｇs”（Jan､４，１８６６)．
蟹三Ｉ!ご黒や号=Ｋ輻三弾鵯'罠’ハimr<里や｡U蝿巴韻揖ｃＶ惹澤維呈､１１，△ハエ入試二Ｗ編異'二当J棚｣ﾆｨﾐ』
イギリスにおける柴|(1)]向守
三『ぬ日［①［ＥＳ四コ穴の四『のＱＥＣ（。｛ずのｚの尋のロロロの『ロウ『四旦口（○○』」ごＱｍ－ｐＦＣ。◎。。．【ゴの勺ロワーー、ロワ日ｑ四［
旨已⑭三】Ｃ戸（。。○の。〔「口］Ｐ一ケ『四円昌呉三二ｍ⑫の９口ごローぐの『の一（］・（すの函】⑫一。『）○い『四℃三。ロー「。の（芹ロ芹の（（ずの口巳ぐの「の一芹］Ｃ［
弓馬〕シ勺シｚ両の河○○乏冒』のの『○ｚ男・ＩＫＣの〔のａ画く口｛【のｇｏ。ご富②両×・の一一のロミの三日Ｂ円。。、ロゴＣＯα日一口目⑪巨一［の
ロ日Ｑ回。。ヨローーヨの。【口司臣く】い］【［。【。の、回『］。〔○］ロ『のゴロ○コごゴー【ゴミゴ○日（ずの『ゴ囚ロロ。】口［の『ぐ－９二口【ブロー｛１℃固め（ｍ
ＱＣ｝。ｎ戸ｇ【ゴの句○『臼碩ロー○｛｛－．の．シ〔（の【ｎ口一一旨いロロ。。（ずのロ四『一○｛○一口『のゴロ。。。〔ずのロロユ『ロ四一。（ゴの一「［の⑫ｂの。（、（○
三『・ロ・国目〕ロ】ＣｐＱ・ロロ・の『‐の①。『の［煙旦。｛の日庁の｛。『同。『の〕ぬロン｛国「②．曰泣の○○日日厨⑩一○コの『四コ。如巳戸の］の仰ぐ⑦（。。
Ｐロゴ、ゴロ日函。（の一口［ロゴ８『ごロｏＥ『［三⑪ョ。ｇご曲・ロロロ・の⑪８『【の＠ヶ冤冨四一○Ｈロュロの・幻・同・・冨筥□『ｏ８８８Ｓのぐ一。‐
［。『一口のＢ【一○コ・ロ日］〕。ｐミコの口○の［すの昌尹『」一一（『口ぐの一ワ臣［ずのＰＣゴロ。。》○すｇゴロ日・ロロＣｏｏぐの『幻日一三伜冤｛ＣＣＣぐ。『・
三国ＣゴミＥワの『ＢＯｐのＱ⑫ゴ。『（一］口｛【の『の。．。一○．穴・○。［ゴの］ＣＳＳ⑦ミゴ。］のロロ『ご気「ご目】す閂六口（三口「の①一一一ｍの
〔。『］ロロロゴ。貧『ゴ『〔すの『庁西の『ニョーーー［伜穴のび四○六口ぐの『『の×【のロ⑪】ぐの○○一一の。〔－．コ。｛三○『穴⑫○ｍ口『【ご］の諄「の一『『。⑫ｂ①Ｑ【ロのロ⑫
。｛ぐゆ動。口⑪穴ヨロ⑩。【何口、一一⑪ゴョロコロ荷ＯＢ『①い・ウ○○六の・伜○・戸｝い■ロロ①【②８８〔ゴロ【嵐⑫同然８－－。。２－の、「の⑫こく
ｂ－の口の①Ｑ三一【す（。⑦｛口Ｑ］）（冤口〔（○『Ｑの。ｄ】（ず①厨ロユ。｛○一口『の。□○コ［Ｃ吋斤ごＣロ『○の⑦０口【一○コＣ｛ず】⑫一口Ｃローユののごロコロ
ミーーゴ〔ずの六一コ。『の。①己ロ。。。のゴロ⑭のぐ⑯『豈諄「ず。「の『ゴの【二「】（ゴロＥユロ、ゴー⑫芹○口『一コ【ゴのｏｏＥｐ冨皀。
告
げ
た
こ
と
を
伝
え
る
記
卵
。
行はイギリス土産をたくさん待って、マルセーユより帰国の途につくと述べている。
し、戸口ｇこの○滴のヨの。（。
8１
弓。【『。）：ＱＳの］：：シＢＱの日『ず『ロ①『曰一⑫⑫一○コ（ｏ８コ⑪ロー庁凹ゴ９８℃ご【の｝のく凹口（Ｑｏ２ョの日⑩．
君塚進校注「仏英行」（柴田剛中日戦七・八より）（日本思想大系“『西洋見聞集」岩波書店刊、所収）
岡川摂蔵「四航小記」（写本㈹～。）［東京大学史料編纂所蔵］、雑誌「旧瀞府」所収
「柴川日向守英仏行加川剛」（原木、～㈲）［東京大学史料編鰍所蔵］
桶地源一郎『懐往事談ｌ附新間紙災歴」（氏友社、明治二十七年四月）
大塚武松『幕末外交史の研究」（説文航、昭和二十七年七月）
野
付
雑
太
郎
「
維
新
前
後
』
（
日
本
評
論
社
、
昭
和
十
六
年
四
月
）
緒
刀
篇
雄
「
緒
方
洪
庵
伝
』
（
満
波
智
店
、
昭
Ⅲ
汎
十
爪
年
六
月
）
六四「－，回８の穴の『叩の『８【口臥風ロー函ロロロワ○○六『・「〔曰くの｝｜の『⑩．【四二国口のＱの六の「・勺ロｇいすの『・ＦｏｐＱｏ。》］のＳ・
口のロゴの旨『のワ陣Ｏ耳】⑭【ｏロゴの『閏ワワの『付弓すのＦｏｐＱｏｐ何．Ｑｏ－ｏｂｍの＆ロ・筥口ｎ日一一一四口・旧◎ｐＱＣ。．］のの②．
○⑫『○一陣冨】９口の］三目ぐの「⑪幻目⑩○日の⑪］『９１』ｃの①．シ囚８コ（のゴロ厨－０の一のワ『圏○コ・勾口づい○日の⑫の一ョ⑩伜
］の命符ユの⑩・勺Ｆ○円ロのョ〕、戸口□的一口ゴロ・弓。①ＰＰぐのロゴロョ勺『の⑫叩Ｆａ・の口魚○］穴・ロロ、］ロゴＰ］のｍの。
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